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ひらき

I .神仏と万世干界の性闇

序 ~ 神仏信仰と人心の砂漠化

貧 しい人々の中で一番貧 しい人々 ， すなわち，皆に見捨てられてカルカッ タ市の道端で死を待つ人々

の救済と世話に一生を捧げた20世紀の聖女，マザー・テレサは，東京都で1981年の 4月に行われた

『生命の尊厳と家庭自然計画を考える国際会議』での講演の中でこう述べた。

「私は一体日本について何をし っているというのでしょ うか 私はこの固にパンに飢えている

人々がいるかどうか知りません。皆さんの国は大変豊かな国だと思います。でも，姫娠 中絶を許

しているのなら貧しい国です。なぜなら，子どもを恐れているからです。…その子は死なな くて

はならない。あなたが恐れているために。…ひとされのノfンの飢え以タトにも飢 えがあります。愛

の飢えもあります。太初にされず， 愛 されず，望まれず，必要とされていないと感じる人々もい

ます。手ム達は忙し過ぎるのです。私達はお互いに微笑みを交わす時間さ えあ りません。一緒に祈

る事となるとなおさらです。一緒にいて，お互いを必要とする事となるとなおさらなんですo

「裸J(の意味)とは，一つの着物でさえもないという(だけの) ことではあ りません。裸とは，
ラキュ ウ

私達が時として失ってしま った人間尊殺の自 覚・・・これこそ現代人の 「裸射」である。裸射・宿の

ない者とは，周囲によ って除タ卜され， 詐にも望まれず， 皆に見捨てられる 事でも ある。 それは，

男であろうと，女であろうと， 子 どもであろ うと差はありません』。

さらに， 1982年の 4月に東京都で開催された 「生命に関する国際シンポジウム』でマザー・ テレサ
ごくひん せんびん

は人間の極貧 ・賎貧の極地についてこう語った。

『母の胎内には， まだ生まれない小さな子，胎児が在ます。 しかし，母親はこの子どもがほし

くない。母親はこの子を脅威とみなします。 (彼女はこう考えています:)もし私がもう一人の

子を養わなければならないのなら， もう一台の 自家用車を 買う事ができませんし，カラーテレビ

も買えません。ですから その子を堕(殺)さ なければならないのです。堕胎は殺人罪です。詐に

よって? 母親によ って， 医師によ って。何と惨いことでし ょう! あの小さい，無防備で無罪
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の子ども 。 生まれてほしくない子ども。この j~境はひどい 貧困ではありませんか。それも. <愛

の場であるはずの〉家庭の具っ只中で。 …ひとされのパンがない故に詐も 死んでいない~(l)。

誠心誠意をもって全身全霊を挙げて神を愛し，自分と同じように隣人を愛する(愛神愛人)こと，

又は，身心全力を挙げて仏法僧を敬い， 衆生を慈んで生き る (見仏慈人)ことの教育が放棄され，撤

廃され又は禁止されたことによって，善と悪，正しいことと 間違っていること， 真と偽り， 誠実と裏

切り，公正と搾取， 真信と迷信，自由と勝手気まま，人権と私利私欲の盈満，自己自立と自己中心主

義，社会貢献と営利追求，報道の自由と報道の無責任，社会福祉と重税による弱者の圧制，生命の尊

厳と胎児殺害の合法化，自国独立の追求と小数民族の虐殺，人権とプライパシーの保護と犯罪者の保

護，愛国精神の賞讃と戦犯の神格化〔申神道で「神」という語は，物是神論的 <hylotheistic >.汎神

論的<pantheistic >.万有中有神論的<panentheistic >.万有中有霊論的 <animistic >.単一神教的

< henotheistic >や統 (総又は全)一神教諭的 <panapotheistic >.即ち，多神多祇的〈八百万の神祇〉

な意味で用いられている。それと違って，キリスト教で「神jという語は，神道の如く多種多義で多

神多祇的な意味ではな く，無限無尽で絶妙極まりのない神聖と善美徳を本然自内性としながら万世万

有を永遠に隔越する唯一無二の存在者 〈‘Deus'>を意味するのである。仏教で 「神」という語は万有

中有神論的で多神多祇的な意味を有する。由って.I神jという語は，キリスト教，仏教と神道〈特

に天皇制〉においてそもそも異なる意味で用いられている事を忘れてはならない。〕と崇拝， 神仏と
おわい

人間との違いとその認識が非常に薄れて来た。さらに，その結果として，精神力の弱衰，愛情の汚械，

良心の歪曲や麻庫，真信と博愛の軽蔑，神仏の誹誘やその軽視の讃美，人間関係の機械化 (心が込め

られていない立て前 ・口先の関係)そして，人心の悶え ・砂漠化と空白化 (耐えられない孤独感)の

時代が眼前に迫まっている。
あわ

この懸れな現実の出発点と先駆者達は文化によって異なる。西洋では，ニーチェによる 『神の死』
あらひとがみ

と『超人誕生Jの宣言である。東洋では， 本居宣長による『現人神的天皇説』および明治憲法が制定

し，後の勅令によ って樹立された『天皇制Jであると言わざるを得ない。

ニーチェ (FriedrichWilhelin Nietzsche， A.D.1844-1900) はドイツのプロテスタン ト派牧師の息子と

して生まれ，ボン大学でプロテスタントの神学と古典文献学を修めた後，パーゼル大学の古典文献学

の教授となったo r運命と歴史』という 書物の中で，人類が今まで，キリ ス ト教によってだまされ，

「神の永存J. I人魂の不滅J. Iキリストの臆罪」と「万人救済j等の教えに惑わされていた と1862年

に明示する。以後. 1889年に気が狂乱するまで，神とキリ ス ト教を相手に激闘し続けた。『悦ばしき

知識.1 (Die fr叶llicheWissenschaft， 1882年)という 書物の中で. I神の死J(1おれたちが神を殺した

のだJ) を宣言する。彼は，神様を本末とするキリスト教的な世界観，人間観， 道徳，政治等の価値

を否定し排斥したあげく ，絶無主義(‘nihilism')と神の座に着いた全能で最高の 自由と権威を手に

入れた『超人間』の時代の到来を夢見る。『悦ばしき知識』の「狂気の人間」という 章の中で彼は，

人類に，神の死を第一の悦ばしい知識と してこう 告げている :

『諸君はあのな気の人間のことをヰにしなかったか。白昼に捉大丁をつけなが ら市場へ駆けてき

て， ‘ひっきりなしに 「おれは神を探しているJと叫んだ人間のことを。「神 さまが行方知れずに

なったと いう のかJとある者は言っ た。彼は叫んだ 「おれた ちが神を殺 した のだ」 …こ うした所

業の偉大さはおれたちの子にあまるものではないのか。それをやるだけの資格があるとされるに
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は，おれたち自身が神々とならなければならないのではないか。これよりも偉大な所業は，いま

だかつてなかった。そして，おれたちのあとに生まれてくるかぎりの者たちは， この所業のおか

げで， これまであったどんな歴史よりも一段と高い歴史に踏み込むのだ』と。
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ニーチェの思想について執筆 した宮城教育大学の船橋弘氏はこう述べている。『ここには，神の死

というニヒルな現実を直視し，この運命をみずから担うことによって，より高貴な人生を切りひらこ

うとする決意が表明されている。人間は，みずから自由になるためには，神を殺さねばならなかった

のである。こうして，ニーチェの最後の立場が展開してくる』。そして，この最後の立場というのは，

「神を殺したjニーチェは，神座に『超人間.! (神より偉大な人間)を暑かせ， r何をなすべきjでは

なく， r我れは欲する」ということを生き方の原理として自由宇多12生きるという結論であった(2)。

次に日本人が作り上げた『天皇制』のことである。日本の歴史の中で，様々な宗教と国家体制と共

存していた「伝統的な神田思想」と国学者が提案し，皇政実力者が作成し，その支持者が法制化した

「近代天皇制J( r国家神道』と呼ばれるもの)を大別しなければならない。日本古来の宗教である神

道とその根本哲理(特に，宇宙開聞・神祇の発現・国土の創造・天照大御神の位と天孫降臨の象徴的

~神話的な説明)を土台とした伝統的な神国思想、は，日本とその支配者の特別な地位を主張するには

するが， 皇室を中心とした政権は，部族差別，人種の差別や優劣を打ち出すことがなければ，国家体

制をあげて儒教や仏教を迫害したり根絶しようとしたりすることもなく(却って，仏教等を支持して

いた皇帝達が多かった)，明治維新まで王制と異なる国家機構と共存し，日本の内外にもその思想を

強制したこともないという 事実を忘れてはならない。

北畠親房 (A.D.1293-1354) は『神皇正統記』の中でこう述べている:

〈にの とζ たちのみ こと

『大日本は神国である。国常立尊が初めで国の基礎を開かれ，天照大神よりあと長くそのシソ

ンが一系の皇統を伝えられてきた。 日本の固にのみ， このことがある。他国には， このようなこ

とはない。 これゆえに，手中国というのである』。

えきけん

さらに貝原益軒 (A.D.1630-1714)は『神祇訓』の中でこう記する:

『日本の国は， その始めより神が出現され，神の統治されてきた国であるから，昔からこの国

のことを名づけて「神田」といっている。それはタト国でいうと， 中国を聖人固と称するのと同じ

ようなものである ~ (3) 。

仏教とキリスト教を暴憎し，唯一神教の価値観を公私的な生活の軸とした欧米文化に対して強い劣

等感を抱いていた国学者と明治・大正や昭和時代の権力者は，古代日本の神話，特に 『国生み神話j

と『天孫降臨神話』の地理的，宗教的と哲学的な象徴性を誤解し，文字通りに解釈した。よって，ー
さ'なぎ いざなみ くにのとこたち

切世界に先立つて存在していた伊耶那岐神と伊耶那美神や国之常立神が日本の国土のみを造り，部族

によって宇宙万有の最高支配者として見なされた高御産霊神，神産霊神や天照大御神を歴代皇帝の祖

神とした。更に，全宇宙最高神の直結血嗣とされた皇帝に絶対不可侵の権威と権限を与え，こうした

天皇を祭政最高者，国家体制の元首と国民の全生活を司る生き神に作り上げた。国学者の一人，本居
なおびのみたま

宣長 (A.D.1730-1801) は『直毘 霊』という著作の中でこう述べている:
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『天皇が統治されるこの国は， ことばに出していうのもおそれ多いが，神の手旦天j照え御神がお
あまつ

産まれになった立派な国であり，その天照大御神が，その御手に天神の子孫のみしるしである三

種の神器を捧げもたれて…この国は，いついつまでも，私の子孫が統治される国であるとおまか

せになられたとおりに，雲のはるか向こうの地の果てまで， また， ひきが之るの歩さまわる果て

まで， そのご子孫が統治される固と定まってよりの方，天下にそれを劫げる荒々しい神もなく，

またそれに従わぬ人もなく，いついつまでも，歴代の天皇はえ照大御神の子孫として，天つ神の
かみ よ

みこころを自分自身のみこころとされて，神代の昔もいまの世の中もかわりなく，そのとおりに
み

して神代そのままの泰子な固として 平安に、坑治されてきた御国である。…天照大御神が統治の

ことをまかせられたとおりに，天下のことは， そのご子孫の天皇が統治されていて， その万世一

系の皇位は天地の続くか苫り，永遠にゆるぐようなことはないのである。それこそ神道が奥く 深

く貴く，他国のすべての道に比べすぐれていて，正しく，高く，貴い道である証拠である。そも

そも， この神道とは…天地のあいだに自然にできた道ではない。また人間が考えっくり出した道
たか み む す び の か み いざなさ の おおかみ み

ではない。 この道は，おそれ多くも高御産巣日神のみこころをうけて，伊耶那岐大神・伊耶那美

大神が始められ，天照大神が受けつがれて，教えイ云えられてきた道である。…世間の知識人の心

も，みな禍津日神の心にまじり， こり固まっていて， ひたすらに中国の書に迷っておりその思想

も， またその表現も，みな仏教， 儒教の思想、であり， 真の日本の神道の心を， よく悟らないでい

る。…ああ，おそれ多いことである。天皇が天下を統治される道を，下人民が勝手に私的な道と

するとは。…昔の聖代には，下々の人々まで， ただ天皇のみこころを学び，まねをして自分のこ

ころとし，ただひとすじに天皇のおおせごとをかしこみ尊敬し，敬服して，その天皇のご丞愛の
おん

もとで，各自，祖先の神をまつり つつ，・ ・ ・平稔に楽しく世の中に処する~ (4)。

昔からの神道が培って来た「日本神国思想、jと『天皇神嗣観j さらに，国学者が切り開いた 『現

人神的天皇観1r皇統の万世一系観』および 『日本優越観』を基に，明治維新より 太平洋戦争の終結

まで，歴代天皇をはじめ， その皇政の実力者は『天皇制j(事実上で 「天皇崇拝教J)を大日本帝国憲

法等の規定と して法制化し，国家の全機関を挙げて， 国の内外に徹底していた。先ず，神道以外の宗

教(の自由が憲法上で保証されたにも拘らず)，特にキリスト教の根絶に全力をあげ，天皇を地上で

唯一無比の『神聖ニシテ侵スベカラズ~ (憲法第 l章第3条)の存在とし，国家の元首という大権が

与えられ， 皇室も神聖視されることになった。さらに，日本国土のみが神々によって創造され，万神

万有の支配神の子孫によって統治されている 日本のみは， I神国jでありながら，世界中の国々の内

に匹偉なき国であり神聖な国民(国家優劣主義と人種優劣主義)であると見なされていた。天皇も又，

人間を隔絶する全世界の最高統治者と見な され， 日本人が天皇のためお国のため，そして万国万民が

天皇とその神国民のために尽すべきとされていた(5)。さらに，遺憾なことに，明治時代から太平洋戦

争の終結まで国歌として定められていた『君が代』という 歌，過去の侵略被害から生ずる隣国民の痛

烈な懸念を無視し，国民にも相談しないままで2000年に再び日本国歌として法制化され強制されてい

る。この歌詩は，国民の隆盛と平和，万民の連帯感や福祉繁栄を念ずるものでなければ，神仏による

国民や全人類の加護を祈るのでもなく，天皇だけの裕福とその統治の悠久性を称えるのである。

今度は， 一転して，ニーチ工、達のような虚無主義と超人主義の『神仏誹諒』や天皇制のよ うな排他

主義と陰湿的な人間差別主義ではなく ，2600年の歴史を有し 万代万人に生きる道を示して来た釈迦

牟尼の 「見仏慈人」の教えと， 2000年の歴史を持ち，万国万民に希望を示して来たキ リス トの 『愛神



ひらき

仏と万世千界の性問 霧島 '1令 49 

愛人』の教えの一端を紹介する。東洋では釈尊，西洋ではキリストと肩並べる者がいない。彼らの精

神力量，心眼，教理の深奥と利他(済度)的な活動が人類の文化，特に人心の形成に与えて来た影響

に測り知れないものがある。彼らの言行一致，誠心誠意，慈愛と心身不惜の生き方に憧れている者が

今もあとを断たない。

世尊が，浬繋経の中で， 一切をして一切を超脱している仏様(如来，如来蔵，仏性，法性)のこと

をこう 詮いている :

『去ロ来の身は広大無量だと見るもの，微少だと見るもの，仏は声聞の像と見るもの，独覚の俸

と見るもの，タ卜道の俸と見るものなど様々である。…しかし，如来の実性はかの月と同じであっ

て，法身であり，無生身である。そして方便身が世に随順して，無量の業により所々に生をうけ

るということを示現する。その事情はあたかもかの月と同じである。かようなわけで，如来は常

住であり変異することがないというのである。… (世尊は)如来の微妙秘密の本質を説くもので

ある。…善男子善女人らは，如来は常イ主にして変易あることなく，正法は不断であり，イ曽宝も不

滅であることを忠わねばならぬJ(pp.991.992J 0 

そして，勝霊経の中で，勝髪夫人は，世尊の許可を得て，彼が彼女に説いた如来蔵 〈仏性〉の教

えを丁寧に繰り返しながらこう確認している:

『世尊，死というのも生というのも，それは，世間の言い慣わしであり，世間的なことでござ

います。世尊，死というのは緒根の滅することであり，生というのは新たな緒根の生れることで

ごさいます。 ところが世尊，如来蔵には，生れ，老い，死ぬということも，死して生れるという

こともございません。世尊，如来蔵は，有為転変のあり方を越之ているのでございます。世尊，

和来蔵は，常イ主不変であり，竪固であり，不動でごさいます。世尊，そのごとくでありますから，

如来蔵は，煩悩と別なものとして存在せず， しかも如来より離れていないことのために，煩悩の

来縛より開放されていると認識される無為真実の諸存在にとっての所依であり，支柱であり，基

礎でござL、ます。世尊，同じくまた，如来蔵は，本来的に煩悩より離れているのにしかも如来と

別なものとして存在していることのために，煩悩の束縛より開放されていないと確認される有為

転変の諸存在にとっての所依であり，支柱であり，基礎でございます。世尊， もし如来蔵がない

ならば，苦しみを厭い，i.呈葉を求め望み願うということもないでありましょう 。…世尊， この如

来蔵は，正法が生れ出る根源、でござL、ます。如来の法身の根源でございます。世間的なあり方を

越えた具実の j去の根源でござし、ます。本来的に清浄であり，空である諸法の根源、でござL、ます。

世尊，如来蔵は，本来的に清浄・空であるのに， しかも偶来的な煩悩によって汚されていること

でございます。言い換えますと，如来蔵は，如来の法身が煩悩の纏いからいまだ脱却していない

状態のことでござL、ます。 このことは，如来だけの理解されるところでございます。全く不可思

議と中すほかはございませんJ0 (pp.1l23.1125J。

次に，阿含経典の中で，世尊が説けなかった(万代万人の根本的な)事柄とその理由について，彼

自身がこう説明している:
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『マールンキャープッタよ， それでは私によって説かれなかったこととは何であるか。マール

ンキャープッタよ， 1世界は永遠なるものである」とは，手ムによって説かれなかったし， 1世界は

永遠ならざるものである」とは，手ムによって説かれなかったし， 1世界は有限なるものである」

とは，手ムによって説かれなかったし， 1世界は有限ならざるものである」とは，手ムによって説か

れなかった。「生命と肉体とは同ーのものである」とは，手ムによって説かれなかったし， 1生命と

肉体とは異なるものである」とは，手ムによって説かれなかったし， 1人は死後にも存在するJと

は，私によって説かれなかったし， 1人は死後に存在しない」とは，手ムによって説かれなかった

し， 1人は死後にも存在し，かつまた存在しない」とは，手ムによって説かれなかったし， 1人は死

後にも存在するのでもなく，存在しないのでもない」とは，私によって説かれなかったのである。

マールンキャープッタよ， しからぱ，何故にそのことが私によって説かれなかったのであるか。

マールンキャープッタよ，そのことは利益を伴うものではなく，清らかな修行の基礎となるので

もなく，世俗的なものを厭ぃ離れること・欲望から離れること・煩悩を止滅すること・心の寂静・

すぐれた智恵・正しい覚り・浬葉のために役立たないからである。それ故に，私によってそれが

説かれなかったのである (1これは苦・苦の原因・苦の止滅・苦の止滅に至る道である」とは，

私によって説かれたものである。マールンキャープッタよ，その事は実に，利益を伴うものであ

り，清らかな修行の基礎となるのでものであり，世俗的なものを厭い離れること・欲望から離れ

ること・煩悩を止滅すること・心の寂静・すぐれた智恵・正しい覚り・浬葉のために役立つから

である。それ故に，私によってそれが説かれたのである)J 0 (pp.189一則。〈にも拘らず，後世の仏教

の聖哲達が，世尊の教え(例えば，輪廻転生)を元にして， I世界の永遠性等jの事柄について

論説している〉。

さらに，阿含経典は，世尊か詮いておられた人集の禍福とその道心(この世で， I楽しい生き方を

探し求めるのと，自己の真福を探し求めるのと，いずれが勝れているか」という問い)についてこう

伝えている:

『ベナレスから出てウルヴェラの密林の中へ入って或る樹木の根元に坐っておられた。ちょう

どその時， 30人の賢人が夫人を伴ってそこで遊び楽しむ為に来たが，一人には夫人がL、なかった

ので，彼は遊女を連れて来ていた。彼らが放逸に遊び楽しんでいる内に，その遊女が品物を持ち

去って逃げてしまいました。そこで友人達は，彼を助けてその女を探し求め，密林をさ迷ってい

た時に，世尊が坐っていた所まで近づいて，次のように言った。

「尊いお方，世尊は一人の女をご覧になったでしょうか」。

「若者たちよ， その一人のでたをどうしようと言うのだ」。

「尊いお方，…(そして，彼らが起こった事を世尊に話した)J。

「若者たちよ，お前達はどう考えますか，お前達が遊女を探し求めるのと， 自己を探し求

めるのと，お前達にとっていずれか勝れていますか」。

「尊いお方，我々にとっては， 自己を求めるそのことこそ，勝れております」。

「お前達若者よ，それでは坐れ。私はお前達のために教えを説こう」。

「尊いお方，はい， どうぞそのように」。

と言って，世尊に敬しく札をして一方の隅に坐った。世尊は，彼らのために(;頃序次第にしたがっ
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た言1I話)を説かれた。すなわち，布花の話，戒めの話，天界に生れる話，諸々の欲望は禍忠ある

こと・下劣で汚れていること・および、迷いから出離することの利益とを説かれた。世尊は，かれ

らが健全な心・柔和な心・偏見に執らわれない心・歓喜の I~ ・澄み初った心を備えたのを知り，

諸仏が讃めたたえた最勝の教説を説かれた。すなわち，苦しみと，苦しみの原因と，苦しみの止

減と，苦しみの止滅に至る道(という四つの真理)であるJ0 (pp.93羽 ]

さらに，別の機会に，世尊は万人万職の平等についてこう述べた:

H人は)生まれによって買えしい人となるのではない。生まれによってノ〈ラモンとなるのではな

い。行為によって賎しい人ともなり，行為によってノくラモンともなるJ0 (pp.270-2口)(6)。

51 

メソポタミア，特に，ユダヤの宗教的な世界観の一部を継承しているキリスト教の聖典 (旧約聖書)

は，神様，宇宙万有と人間との相互関係を次のように記している:

『神はえと地をつくられた， それが始まりであった。地は整わず，むなしく，閤が底知れぬ淵

を覆い，水の上に神の息吹が舞っていた。神が 「丸あれ」と仲せられた。すると光ができた。神

は丸をよしと忠われた。九と閣を分けられた。神は丸を昼と呼ぴ，聞を夜と呼ばれた。…神様は

さまざまな種類の野の獣と，家畜と，地に這うものとをつくり， これを眺めて， よしと忠われた。

ここで，神様は， こう仲せられた， rわれらに似せて，われらにかたどって，人聞をつくろう 。

そして， i;与の魚と，天の鳥と，家畜と，野の獣と，地にはうもの全てを， これにつかさどらせよ

う」 と。神はご自分にかたどって，人間をつくりだされた。人聞を神のかたどりとし，男と女に

っくりだされた。神は，人聞を祝福して仲せられた， r生めよ，増えよ，地に満ちて，地をえ配

せよ。i与の魚と， 空の鳥と， 家畜と，地を這う生き物をつかさどれJo(旧約編，pp.5-6，創世記，1.1-28) 

キリストは，フ ァリザイ派のニコデモ議員 との対話中，神様が宇宙万物を愛しているという 事につ

いてこう語る:

『神は御独り子を与えたもうほどこの世を愛された。 それは，彼を信じる人々がみな滅びるこ

となく永遠の命を受けるためである 。神が御子を世に送られたのは，世を裁くためではなく，世

を救うためである。御子を信じる人は裁かれぬが 信じぬ者は 神は御独り子の名を信じなかっ

たがため，すでに裁かれている。審判と言うのは次のようなことである。九は世に来たが，人々

はその悪、い行いのために，九よりも閤を好んだ。悪、を行う人は九を憎み， その行いが現れること

を恐れて九の方に来ないが，真理を行う人は，神によってそのことの行われていることを現わす

ために丸のほうに来るJo(新約編， pp.139 ヨハネ， 3. 16-21) 

別の際に，時の成就，世の終わりと自分の再来に伴う混乱についてキリストはこう述べた:

『日と月と星にしるしが現れ，地上では国々の氏は悩み，i与と大波のとどろきに恐怖する。人々

はこの世界に起こることを思い，恐怖と不安のうちに死ぬであろう，天のカが震い動くからであ
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る。その時人々は，人の子が勢力と大いなる栄光をおびて雲に乗り下るのを見るであろう。 こう

いうことが起こり蛤めたら，身を立てて頭をあげよう，あなたたちの救いが近づいたのだから…』。

(新約編， pp.125，ルカ， 21. 25-28J 

『その時， IそらキリストがここにいるJ，Iそらあそこに」と言う者がいても信じではならぬ。

偽キリストや偽預言者が起こり， しるしや不思議をおこな1.'，できれば選ばれた者さえ急わそう

とするであろう 。気をつけよう。あらかじめ手ムはこれらのことをあなたたちに言っておく 。その

日の苦難の後で， 日はくらみ，月は九を失い，星は空から落ち，天は揺れ動さ，人の子が大いな

る勢力とえいなる栄光をおびて雲に乗り下るのを見るであろう。その時彼は天使達を送り，地の

果てからえの果てまで地の四方から選ばれた人々を集める。…その日その時を知る者は一人もな

い。えにいる使いも子も知らぬ。えだけ知りたもう 。注意して警戒していることだJo(新約編，pp.74 

マルコ， 13. 2ト33。参照，マタイ。24.23-36J(7)。

神仏が本当にいるのかいないのか? 人聞が人間らしい幸せを得るためには，神仏信仰を本当に根

絶しなければならないのか。神様や仏様とは一体どんな存在なのか。ニーチェとレーニンが正しいの

か，それともキリストやマザー・テレサの方が正しいのか。本居宣長と天皇制が正しいのか，それと

も釈尊と親'驚の方が正しいのか。さらに，神仏と人間・神仏と万我物事象そして神仏と一切の世界と

はお互いに関わっているのか関わっていないのか。関わっているとすれば，それはどんな関わ り方で

あるのか。

以下，世尊と彼に倣って生きていた数え切れない信奉者の心，その教えと生き方(生死解脱の道)

に憧れ，自他人完(8)の歓迎，人集解脱の探求，その弘布と徹底化に一生を尽した道元禅師 (A，D.1200-

1253) の身心脱落(身と心の現世的で凡俗的な私利私欲と自己中心的な生き方等を脱ぎ捨てること)， 
べん

身心排道(無限で絶妙の極まりない御命の道を我が道とし，一切の生死とその苦楽を通じて，全身全

霊を尽し，仏道を喜んで学び行うこと)と諸仏諸祖の大悟に通ずる心眼 (過去聖哲の悟りに通ずる精
ひら よりどころ しるべ

神的な閃めき)の実りを，これからの一連の撰著と様々な問題解釈の拠と導とする。さら に，キ リ

ストと彼に従って生きていた数え切れない信奉者の心，その教えと生き方(愛神愛人の道)に憧れ，

自他人先の歓迎とその尊敬，人生各段において神旨を追求し，その公布と理解に生涯を捧げた聖トマ

ス・アクイナス (A.D，1225-1274) の『神愛観想j(神の徳力，その栄光と万物への愛の業を究尽しな

がら生きること)と万代万人の使命の洞察の実りをも，これからの撰著と諸問題考察のも一つの拠り

所としるべとする。伝によると， トマスが臨終の時に『私は夜を徹して眼覚め，疲れ果てるまで働い

た。それはすべてあなたを愛するためであ ったJ(9)と神様に祈ったそうです。道元もトマス・アクイ

ナスも，神や仏と材、ぜられる御命，宇宙万有，人間とそれらの相互関係の把握と正しい理解が幸せな

人集を歩むために非常に重要で不可欠である と強調していた。この二人を人間の一大事(生きる意味

と人集慶福の成就)に関する一連の論考の拠所と権威に選んだ理由が次の通りである。人類の歴史に

おいて，誠心誠意をも って神仏 ・党や天命(永遠で無限の命)の真理および人先の真理を追求しなが

らそれを模範的に生きていた聖哲が多いが，釈尊とキリストに続いて，この一千年間で日本では道元

禅師と西洋では聖トマスほど真面目で全身全霊を挙げて生涯を通じて永遠の真理を追求し，人集の歓

迎とその幸福に貢献した者は見当らない。一番弱く，自分を守ることの出来ない人々の血と汗の重税

で飲食し，遊びながら自分の財産を増している帝王達，政経医療の実力者ゃいわゆる新興宗教の教祖

達と違って，この二人は，万代万人・ 男女万職が「仏の子らjであり「神の子らjであるので，平等
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で公正に人間に相応しい幸せを得るために力を合わせて協力し，仏を敬い人を慈しみ，神を何より愛

しながら他人を自分のように愛すべきであると教え，その価値を社会に示した。そして，文化，宗教

とその表現の違いにも拘らず，この二人の教・行・信と証は，今も，素直な心をもって生き， 1人完

の幸せJを真面目に考えている人々に感動と刺激を与え続けるのである。更に，現代社会の諸相諸面
むしば

を蝕んでいる無防備な生命の殺害，弱者の冷酷な搾取，自己中心的な栄利の追求とその神聖化，偽善

と無信の讃美，愛の汚染，人知と科学の悪用，精神力の麻揮と人心の砂漠化などのような現状からの

脱出の手掛りとその方法をこの二人の聖哲が明示していると思う。

さて，あらゆる状況に置かれて生きる，あらゆる人々の救済に全力を尽した釈尊とキリストの心
ケイジ

(特にその無量で無辺の正覚)と言行の一致に憶れた道元とトマス アクイナスの夫前を背景に，こ
ひら き

れから数回に亙って『人集の禍福的運命.1 (人間的な生命に禍福的な性聞とその実現の道があること)

を説述する。

人完の道とその禍福を考える際，人間的な環境範囲内の道とその幸不幸を考えるだけではなく，宇

宙万有とその究極的で本末的な親である神・仏(無限で絶美極まりのない御いのち)との関係をも視

野に入れて初めて， 1人集の道とその性闇」の全貌が見えて来ると道元やトマス・アク イナスだけで

はなく，万代万人の聖哲(10)は強調する立場である。先ず，この撰著の中で，道元の大作である『正

法眼蔵』とトマス・アクイナスの大作である『神学大全』を拠とし，人集の生々世々(今生も来生も

一切の生を通して)の道とその禍福的な聞きの本末であり 基盤であって保証である『神仏と人間の

関係』について提唱する。

第一章の中で，道元禅師が詮いた無限無尽の御命である仏様の性質とその根本徳力，万世千界とそ

の我物事象の道および仏様と宇宙万有の相互関係を独自の把え方をもって示す。

第二章では，天使的博士と称ぜられる トマス・アクイナスが詮いた神様とその根本徳力，宇宙万有

の性質とその道および神様と宇宙万有の関係を独自の表現をもって説示する。

1 .仏と万世千界の性闇

(1 ) 仏と万世干界の道を詮く

日本の精神(心)が生んだ最高の傑作一『正法眼蔵』 の中に道元禅師が『仏.1 (組対的御命)

という世界の実存を直接に立証する文脈が見当たらない。しかし， r仏』の実在性，現実性，在り方

とその徳力を様々な面から功みに論説しながら描写しているので， 心眼をもって坐禅むならば， r仏』
わ

の実存が十分に裏付けられていると悟かる。この『心眼』というのは，真理と偽り，善と悪，誠と踊

し，悟りと迷いなどを識別せず，何をしてもどんな立場を取っても相手を魯めずやさしく扱い，感情

的で情緒の動きに敏感に反応し，相手の心奥を読み取る鋭い霊感力を具えている人の力量を意味する

のではない。ここで言う『心眼』とは，仏眼，天眼，正法眼や無上正覚眼のことであり，一切の世界

とその現実を在りのままに把握し是認する人我・人魂の力量とそのはたらきである。従って，この眼

識は，ありとあらゆる宇宙の万有万象を諸科学の見地から洞察する「八万四千の眼」でありながら，

一切の対立や反対，相違や待対と差別差異の根底に横たわり，あらゆる世界とその万我物事象を通総

しながら隅々まで泌(浸)徹する共通で何もの何ごとにも擬げられない普遍の存在力・生命力 (1空」
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とも， I無[限無尽JJとも， I仏性」とも， I無量無碍光如来」 とも， I大日如来」とも称ぜられる
ひら

窓贋)に気づく人間精神の閃めきである。しかし，それだけではない! この悟眼は，先ほど言及し

た多様な検眼によって把えられた多種多様的な現実の世界と無擬透徹の眼によって捉えられた泌徹的，

遍在的で卓越(超絶)的な「一」・「一心J. I単一太極」の世界がお互いを排他しなければ矛盾もしな

い，対立する面々があっても共立と通和する面々もあり，独立の層々があれば依立する層 も々あり，

単一の次元があれば複合する次元もあり，単独の面があれば共同の面もあり，特有の層があれば普遍

の層もあり，同時同所において切り離せない「多面一体J. I多相一心」ゃ「多元一如」という不可思
みやぷ

議な生命界・生命体を成している事を鴇破り通徹する人我の内眼である。しかし，この内眼は，血縁

を通じて遺伝する能力でなければ，人種・民族・階級・派閥や地位の特権でもないし，大金を投じて

塾等で英才教育を授け，富貴で得る事がなければ，根回し等で手に入れることが出来た者は一人もい

ない。この眼は，見仏慈人・愛神愛人や敬天仁人の心を白からの道とし 謙虚で誠心を込めて坐禅し
ひざまず い のり

ながら耕道修証 (教行信証に心身を投じること)し，又は，脆いて慎想しながら実生活において聖道

を実行(真の教と信の膜想を日々に実行すること・日々の修証は大悟の具体化 -rzztFus)するこ

とによって心の清い人のみが得られる玄通眼・正法眼(現実諸相の在りのままをみやぶる眼力)であ

る。

「正法眼蔵」の中で展開されている宇宙観には， 一切世界の万我物事象とその徳力，それらを裏打

ちしている単一的な御命 (仏様)とそれらの相互関係の実在性，現実性と在り様が是認され，様々な

側面から精妙に詳解され論述されている。先ず，心の視聴覚を澄まして，禅師が詮く宇宙観の大旨を

味わおう 。

「仏性」巻には大般浬繋経を引用してこう語る:

『ー初来生，悉有仏位。如来常イ主，無有変易』。 この語句をこう解釈する。『一切の世界とその

万我物事象は真に生きている・実存しているものであり，悉くが実存する仏性・御命の活現成で

ある。如来・御命は永遠を通じて存在し，無限無尽であり，有限個々として活現し，変易する世

界であるj(1九

「三界唯心J巻の中で f寝泊i経」の句を引用した後，道元はこの語句を解釈しながらこう述べてい

る・

しん

rl三界唯一心， I~タト無別法。心仏及衆生，走三無差別」。 …三界はすなはち 1\1といふにあらず。

そのゆゑは，三界は L、く玲識八面も，なほ三界なり。三界にあらざらんと誤錯すといふとも，

総不著なり 。内外中間，初中後際，みな三界なり。三界は三界の所見のごとし。三界にあらざる

ものの所見は，三界を見不正なり 。…釈迦大師道， I今比三界，皆走我有，其中衆生，悉走吾子」。

…我有は尽十方界真実人体なり，尽十方界沙門一隻眼なり 。衆生は尽十方界真実体なり，一一集

生なるゆゑに衆生なり。悉走吾子は，子も全機現の道理なり 。 しかあれども，吾子かならず身体

髪/書を丞えにうけて，主主破せず，尉閥せざるを，子現成とす』。

この文脈を現代語に直すとこう読む事が出来る:
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『在りとあらゆる三界(過去・現在と未来の欲界・色界と無色界)は唯一心の活現成であって，

「仏性」たるこの御心の活現範囲から外れたり，別れたりする我・物・事・象が一つもない。こ

の心は，無上正覚者として，祖師達として，さらにその他の我物事象として活現成することによ っ

て当然，唯一心，諸仏諸祖と一切の我物事象の自然性質において共通の次元がある。…この三界

の万有千化は「唯一心Jの全現実を尽しているという意味(の事を主張するの)ではない。それ

ゆえに， 三界の万我物事象の全面全相はそのままに無上で無限の輝きを有する玲曜の宝珠 (仏命)

の光明であって，仏光の輝きでない我物事象が一つもない。例え，そうでないと誤って観る者が

あっても， 三界の全てがそうであり，この光明から離れ得る存在が一つもなしミ。三世万界の我物

事象の内側・外側や空間をとって見ても，又，各々の世界，我，物，事や現象の生成化育や進退

の段階を把って見ても，総てが仏命の光明界内の世界に過ぎない。三世万界を仏光の三界と捉え

なければ，宇宙万有とその在り様を正しく理解出来ない。…世尊は， r今のこの三界とその全相

全態は無限無尽でどんな物事にも擬げられ得ない御命たる「仏Jの所有する世界であって，その

中に生きとし生ける万我物の一つ一つも仏の子どもである」と言われた。…我有とは，在りとあ

らゆる世界 (尽十方界)に実存する万我物事象 (を「真実人の体j即ち，絶対の真実であって絶

美の極まりない妙格を本然自性とする仏の生身として把えるの)であって，在りとあらゆる修証

(行)者とその悟閃の世界である。衆生とは，在りとあらゆる世界に実存する万有千化とそのあ

り様であって， 一瞬一塵も真に存在する仏の生身の一現である。万我物事象の一つ一つは絶対の

御命のー相ー現であるので「生きるもの」である。「万我物事象の悉くは仏の生子であるJとい

う世尊の語が担っている意味は， r仏の子らたる万我物事象の全身心は，絶対の生命である仏の

絶え間なき活現成である」という道理である。子としての我物事象の各々の身も心もこの上ない
ひんじゅ

慈親である仏から菓授されたものであるので，それを傷つけたり破壊したりしてはならない。仏

の子の心身に損傷を与えないことこそは，子としての我物事象の真面目の成就であり自己実現で

あるj<ω。
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『諸法実相』巻の中で道元は，仏，万有千化とその性質・徳力・形態・相体用と因果縁起およびそ

れらの相互関係を次のように詳解する。

『釈i主E牟尼仏のことばに， Iただ仏と仏のみが諸法の実相(真理)の現点であることをよく究め

尽くす(体験する)のである。言者法とは真理としての相，具理としての仕，具理としての体(本

体)，真理としての力，真理としての作(働さ)，真理としての因，真理としての縁，真理として

の結果，真理としての報い，真理としての本末究克等(本の相から末の報L、まで各が事理を究め

ていること)である」と。 この十の真理そのものの現点である。 これを釈尊は 「十如是」と示さ

れたのである。・・・諸j去の真実の相が仏と一体となるばかりでなく，諸j去の真実の相は衆生の一人

一人そのものである。…仏と衆生と諸法実相は一体であることがイム道の参学である。…唯仏は実

相である。与仏は諸法であるというべきである。…諸法は形体や量や数の上での差別の相である

と参学しではならない。実相は虚とか実とかを越えたところをいうのであり，諸j去は無〔定〕性

を自性というのであるから，性でないと参学しではならない〔道元の原文では， r実相の道を聞

取して，虚にあらずと学 し，性にあらずと学すべからずjと示されているJ<ω。実(無〔定〕性

という自性)は，無を実と見ることのできるのは唯仏であり，相(実の相)は仏の働きで確めら
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れるのである 0 ・・・諸法はそのままを唯仏とし， 実相は万j去の偽 らない相であ り，その相は唯仏の

現われであるから実相は与相である。…ー初の現象は仏の現われであり，宇宙全てが仏の国土で

あって一法といってもイムでないものはない。又言者j去は唯仏清浄の身であって，実なるものである。

…巧能(仏)と究尽(仏の境地)とは，つまり一つのものである。巧能究尽は諸法実相であり，

諸法実相は十如是そのものである。その巧能究尽には巧能が先で究尽は後であるということはな

いから，共に具理としての相，位，体，力手である。…諸法実相は具理としての相であるが真理

の相は無相[鰻悲観相](14)である。 この故に相は真理としての，怯を究尽して性と相とは二つでな

い。真理としての性は真理としての体を究尽してニつではない。真理としての体は真理としての

力を究尽して二つではない。真理としてのカは，真理としての働さを…真理としての働さは， 真

理としての因を…具理としての因は，真理としての縁を・・・真理としての縁は，真理としての果を…

真理としての果は，真理としての報いを…具理としての報いは，真理としての相， f!pち本の手刀発

心より末の証果の果報まで各究尽して全て平等である。本も究克，末も究克の道理は，諸法実相

の現点として真理なのである。・・・あらゆるものごとの相 性 体 力等は無量無辺に実相である。

又この果は相，仕，体，カ手と一つでなく (ω ，各独立のものである故に， f!pち，あらゆるも のご

との相，性，体，力等は各具理である 0 ・・・真理の相は一つの相ではなし、。具理の相は一つの真理

のみをいわない。無量無i乏であり， 言葉では表現できない真理である。…唯仏とイムは能く 具理の

相を究尽すれば性を具しており，イ本は性を具して全て，体とカ，カと作，作と因手とついてまわ っ

て，真理の相は無量無辺で筆舌に尽くし難い働さを持っているのである。 このような道理である
えん ご

から，全宇宙の仏国土は，唯仏と 〔与〕仏のみで仏以外は何もない。・・・園悟禅師が言われ た。

「生死の去来は具実の仏心(真理)であるJ[道元の文では， r生死去来，真実人体」とあって，

私は，これを「生も死も，過去 も未来も， 現在も勿論，絶対生命を絶妙極まりのない本然の自性
しやけい しん

とする仏の真の現成身であるJと訳す〕。長沙景本禅師が言われた。 「全宇宙は仏身である。全宇

宙は仏の失ロ慧、を開いた自己の光明である」 とJ(lぺ

『十方』巻の中で道元は，さらに観点を移 し， 宇宙万有(略して 「生Jと称す)，世尊と彼の如き無

上正覚者 (略して「祖」と称す)および絶対的な生命 (略して 「仏Jと称す)，換言すれば，生仏祖

の相互関係を下記の如く説示する。

『自 己の握りこぶしは，全世界その も の である 。 自己の赤I~，清浄I~ の一大丸明の揮さは玲識

として全世界を照明し尽くしている。釈迦牟尼イムは，衆生に告げて， Iこの十方の仏土の中には

唯一乗(唯一無二の乗物)の仏道のみがある(迷いの衆生を乗せて悟りを得させる)J と言われ

た。・・・この現実の世界が仏の国である以上， この仏国の国王は仏である。 この道理からいうと，

世界は釈迦牟尼仏の国， f!pち仏の国である。(主観の現象と)客観の現象は悉 く皆自己の仏心の

現点である。「心タト無別法」 で， この世界は自己の仏，、;ょのタトに何ものもないということである o

このような十方仏国土の十方仏は，大小，i争不浄の対立を超越した存在である。…釈屯牟尼仏は，

大衆に告げて， I唯我のみが，走の相を知る。十方の仏もまた同じである」 と言 っておられた。...

走の相とは，我が相であり，知の相であり，ー初の相であり，十方の相であ り，世界の大地 〔根
しやけいしん

本〕の相である。…長沙景本禅師が大衆に告げて，I十方界は，走れ，沙門(出家)の一隻眼で

ある」と。一.I十方世界は仏身Jのありのままで，十方世界仏身と見るのである。十方世界と釈
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尊の全身とは一体であり，一如のものであるのである。同じく長沙禅師の上堂の語に， I十方世

界は，走れ， 自己の丸明」 という句があるが， 自己というのは， 自己は太初以前の自己， 絶対的

な自己，真理としての自己，宇宮原理としての存在である。…真理としての自己が現象化じて，

現在の自己の存在となっているのである。十方世界の現成が自己の現成である。…十方世界が，

自己そのものであるから， 自己としての自己も，イ也己としての自己も， 自己としてのイ也乙も，す

べてこれ十方世界である。 自己f!pち他乙，他己f!pち自己と十方世界と自己と一体のものであ り…

一如で、ある。…玄沙院宗一大師が言われた。「十方世界は，ー頼の明珠である」 とJ(1ヘ
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『諮声山色』巻の中で道元は諮声山色を初め， 一切世界の万我物事象が御命たる仏とその性質を説

くという事をこう描いている。

『発声は，仏の説法にタ卜ならない。山の姿は，仏の清浄身そのものである。八万四千 (ー初経)

の備をたえず， これを人々に説くことであろうが，それらの人々は，果してそ の真意をとらえ，
いん

その風韻を体得し得るであろうか」。…ここで哀れむべきことは， (発声山色などは)普から今に

至るまで，仏の現身そのままの説法である。…多くの(人々と〉修行者は，ヰで聞くお声，眼に

映る山色を感覚，意識するのみである。仏の相，形が，山水に隠されてい る声色ある ことを知ら

ず…体得しないことである。…山水の説法は，瞬時も止らない，常説法であり，山色の相はその

まま〔仏〕の清浄身であり，ありのままの無限の真理としての生命なのであるJ(へ

そして， 33才の時に， I正法眼蔵」の予告巻と も言われる 「現成公案」巻の中で道元は， I水中泳魚
ひ

と空中飛鳥jという 誓説をも って，仏様 と一切他界と その万有千化の道を次の如 く著述する。

うお

『魚が7~ をイT くとき水には限りがなく， 烏が空を飛ぶとさ空には fRりがなし、。 しかし魚や烏は

昔から水や空を離れず，広く行く必要があれば広く行き，狭く行く必要があれば狭く行く 。その

ように して， それぞれの道を尽くしているとはいえ，烏が空を離れればたちまち死に，魚が7~を

離れればたちまち死ぬ。 魚が7~を命とし，鳥が空を命としていることを，人は知っている 。 その

上は烏の無いところには空は無く，魚の無いところに水は無いことを知りなさい。命は烏にお い

て実現し，ゑにおいて実現するのであるJ(19)。

先程紹介したわずかの文からも明らかであるが，道元は 「正法眼蔵」の諸巻，特に，現成公案，仏

性，即心是仏， 一頼明珠，心不可得，光明，態度b，有時， 全機，諮声山色，山水経，春秋， 三界唯心，

諸法実相，無情説法，法性， 十方，遍参，知来全身，生死，深信因果， 三時業と唯仏与仏の巻を通じ

て， 仏様 (とその絶妙極まり のない性質)，一切弱界(とその万有千化の徳力)，仏と一切劫界 (略し

て生仏)の道およびその相互関係を様々な観点から脈々と詮いている。

心眼の感知的な分別・識別や分析の機能を用いて自他内外を観る と多種多様な世界が四方八方に広

がっている事を誰もがよく承知している事実である。 人類は，このような識量眼で過去 ・現在と未来，

万我物事象とその性質徳力の能所(現実とその可能態)，相体用およびそれらの万変千化を把握し，

研究し，検証しながら宇宙万物の理解を深め，その成果を様々な目的のために使用する。我々の人先
ひ ろ

の家であるこの宇宙には，人間の想像を絶する超大な銀河系が尽十方に膨張がり ，その空間に数え切
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れない日月星辰が漂っている。我が地球の無情(無機物質)界だけを取って見て も，山川草木， 難声
てん

海捻，春華秋月，そして万有万象の起滅，化育発展，隠現，増減，動静，進退の初中後，物事の大小，

長短，堅柔，深浅，美醜や浄械なとやの世界が広がっている。さらに，人間界を取り上げて観ると， 生

死，老若，苦楽と禍福，人知の正邪，真偽と盛衰，人心の本音と陰湿的な闘し，迷悟，善悪， 虚実，
さびしさ

希望と失望，人体の遺伝的な優劣，親子・兄妹と夫婦関係の多様性，冷暖，憎愛，無関心と寛妻， 社

会的な変動，貧富，貴賎，聖俗や和戦などの世界が非常に複雑に絡らみ合っているという事を否定す

る者がもはやいないであろう。この万眼干眼で把えた世界が実存する現実であって，ありのままに真

実でもあるが，これだけが真理であって，この眼のみが万世干界の真理を知り尽せるものであるとい

う事ではない。道元は， i自然科学の万能」という有限人知の倣慢で錯覚的な信仰を否認し，左のよ

うな見解を「凡見」や「謬見J，その眼を「俗眼」ゃ「分別眼」と呼ぶ。この識量眼は人間の玄通眼
せん

の一惇ー現であり，一切世界とその万相真実を覗かせる小閤であり，万我物事象の豊美の一閃ー塵で

あると古今東西の聖哲が教え，人類の日々体験がそれを証明している。

先程描いた宇宙の現実を，心眼の超感覚的な機である通総眼とも通徹眼とも称ぜられる「只管打坐」

の眼， i身心脱落」の眼又は，i脱落身心」の眼でみると，過去と現在(そしてそういった古今経験に

基づく未来)の劫界(無量の時間と無辺際の尽十方界)の本末 ・根底に横たわっている「太極的な世

界」に気付く事が出来る (2ヘさら に，この太極界は，自 らの生命力を消耗壊滅せずに， 一切劫界の万

我物事象の実在をあらしめながら養い育ち，遠い昔も今日今瞬も，何も擬げず， 何ものにも擬げられ

ず，ありとあらゆる存在，その相体用と万変千化を隙間なく隅々まで浸徹しながら通総し，万遍なく

一切心と して貫(泌)徹しながら君臨する「実存力」・「存在力」・「生命力Jである。このような 「存

在」を「普遍的実存力」 ・「通総的存在力Jゃ 「太極の生命力」と呼ぶ。しかし この生命力は， 極大

の宇宙とその銀河星辰のような 「一有」でなければ，極微の宇宙とその超微粒子や微生物の如き 「微

小体Jではなく，あらゆる隠現界内の「一我一物Jゃ「一象一事」のような個でなければ， i一相ー

態」や「一機一変」の如き徳力でもない。さらに，この生命力は，万世千界とその万有干化を構成す

る「一要素」や「一部分jでなければ，極大や極小の宇宙万物と融合した 「融化体J(出23謀
長JJ2に)でもなく， i融和体J(学2322222つでもない。又， i混成体J(竺想2て)， i混同体」

(事現三23G22雪)や「混を体J(持続と長官TZまざっ)などのような固体，気体や液体でなけれは，

以前，太古の昔に，一切世界の根元・本源や基有として実存したが，宇宙の開聞と化育進退につれて，

徐々に消耗しながら歳月を重れた挙句の果てに絶滅し「帰らぬモノ」と成ったのでもない。さら に又，

この普遍的な「実存力jは，幽体や幽霊のような存在でなければ，本来隔絶で隠然たる 「霊体」や

「霊力」などのようなものでもない。であるが，この生命力は， 一切古今の世界，万我物事象とその

万徳千力を単に隅々まで通総しながら泌徹するだけではなく ，同時に，何時何所でも全く妨害されな

いままで一切を透脱しながら超絶し， 一切の起滅生死，隠現動静，膨縮増減，強弱や進退などのよう

な現象的な変化にヲ|っ掛からないし悪影響も受けないままで実存しながらそれらの世界を超脱 (越)

する不可解で不可思議な 「生命力Jである。それ故に，道元はこの生命力の無限無尽性を表わすため

にそれを 「御いのちJ，i仏性J，I仏，江J，I法4性J，I唯一心J，I去日来J，I虚空J，I真実人J，I念展」ゃ

「不可得心」などの如き，多様な名称、で呼ぶのを好んでいたO 要するに， i御命」である仏様とは，一

切の過去 ・現在と未来の万我物事象，その万相様態および万徳干力をして，即ち，個々の我物と して，

各々の事象として，一小一大として， ー素一徳として，一顕一隠として， 一相ー態として，一進一退

として，一機一変などとして実存しながら活現成すると同時に，一切劫界とその万有万象を無限に絶
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する 『超徹的御命Jであり， r絶対生命(力).1である。この不思議な御命は，万世千界とその万我物

事象などとして無量無辺の変化流転をしているが，いくら万有万象として変容変転 (起滅生死，隠現

強弱や膨縮増減など)しても，宇宙万物内のー我一物に成ったり， 一個一変に耗減したりする事がな

ければ，非通総的や非超徹的な一有一象に転じたりする事もない。さらに，非実在や非生命に流転し

たり，白からの性質徳力の世界において，全面で100%の 『絶無.1 (完全な「ゼロJ)に変成したりす

る事もないと道元は主張する(ヘ

では， 一切の識量眼 (感知的で自然科学の万眼)で把握し理解出来る世界万有とは一体何であろう

か?

道元禅師によると，万世千界とその万我物事象等の一切が真に存在する世界であり，無限無尽で超

徹的な御命である仏様 (仏性)の自由自在(22)で多種多様な顕現とその形態であり，仏様の活働とそ

の経歴経過の自然で必然的な成就・成果 ・実 りである。換言すれば，万有千化は仏命 (ま皇室塁手習舎

を島性， )の活現成である。要するに，人聞が仏命の人我的活現成であり，動物が仏命の動物的活現成

であり，日 月山河は仏命の日月的と 山河的な活現成であり，宇宙の大小・ 空間 ・事物徳力とその万変

千化の各々は，仏命の大小的 空間的 事物的 徳力的や変化的な活現成で、あって仏命茎援の十分で、

不足欠陥のない熟した成就(実 り・果)である。 しかし，仏心禅とも呼ぶことが出来る道元禅(23)の

身心学道における身心脱落の修証一知の生き方 (宗教即身心善道)を単に傍観し，白から己れの人生

において実践しようともせず，論著の知識，自然科学の万能の上辺や世間有名人の多眼をもって 「正

法眼蔵jを読む者は，禅師が力説する「仏命 (仏性)の活現性J(公案現点， 全機，如来全身や唯仏

与仏という巻中に解かれている)の真諦 (普遍道理)を謬って「仏性とその活現成 (身である宇宙万

物)がそれぞれの本然性質 (とその徳力)において全面的に100%で同一同等である」と理解するの

である。しかし， i自己現成界jの道理を精密に熟察すると先ほどの解釈が謬論であることに気付く 。

先ず，活動 ・働 (機)きや活現する主体(を作者や動者と呼ぶ)，その活働が活現という行為自体，

そして，その行為に因(依)って生成じる結果，成就する実りとは，それらの内容の本然実質におい

て同一又は同等であるが，内容の本然自性 (元々の性格)においてそれぞれが永遠に異なる。言い換

えると， i自己J，自己の活働や活現の行為自体，そして自己の活働の成果の内容の性格 ・位格が自然

で必然的に異なるが，それら (三つ)の内容の本質 (である内実自体の身)が同一，又は同等であ

る(24)。第二に，活働や活現は，自然で必然的に適切な成果を挙げ，適した実 りを結ぶ。次に，作者の

活働や活現の行為自体は，作者 (事物 ・現象や徳力)の内容やその機能の全面全体を顕現し尽せなけ

れば現成し尽せない。作者の活現の実 り自体も，作者の内容やその機能の全面全体を 100%で絶対に

現成出来ないし，尽し得ない。もし作者の活働やその活働の結果は，作者の内実やその能力の全体を

全面的に100%で顕現し，又は (実 りとして)成就し尽したならば，作者が全滅する (100%のゼロに

なる)，又は， もう 一人 (もう 一物， もう 一徳)の同一作者が生成する事になる。しかし，このよう

な事が不可能であり，未だ生じた事実はない(2九 次に，ありとあらゆる有限の作者の一切の活働とそ

れらの結果は，何時でも何処でも，自然で必然的に 「有限」の実在であり， i個的Jな我・物 ・事象

や徳力を生ずる。有限の実在が無限の活現や成果を生成する事は永遠に出来ない。そしてもう 一つO

無二無窮で無限無尽の作者の活働の経歴や活現の行為が，時間的にも空間的にも自然で無限無尽であ

り得る〔自22話完は〕が，その活働や活現の成果・現成体 ・生命体や実在体 (内容)として，自然
あ

で必然的に個であって有限でしか在り得ない。何故かと言うと，もし唯一無二で無限無尽の作者は，
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もう一つの唯一無二で無限無尽の存在を生成じたならば，その瞬問で本然の無二無窮性と無限無尽性

を永遠に失う事になるからである(附2初紛6引)

先ほど略記した「自己活現成」法は，人知の気紛れで創定された暗中模索でなければ，妄想の副産
この上も ないすばら しい

物や英雄物語でもなく，仏様の無尽宝蔵界に根差し，その本然白内性界 (1御いのち」を I一切の本

末心jたらしめる徳力海)の在り方・永遠の秩序に道ずる，仏様の自己活現成 (多種多様な活働， 体

現・具現・妙現等の無量顕現とそれらの成就)の普遍的な道理である。それ故，在りとあらゆる過去 ・

現在と未来，その隠然〔会説得数〕たる又は顕然たる〔議案〕世界，それらの万我物事象と徳力能所

〔A41言語持ば投稿とJ，さらに総べての相対と対立，相層と形態，本性と本質，位格・性格と体格，

属性と属質，大力・微力と妙力(神通力)，因縁と果報，迷悟と修証(努力・修行とその結果)，動諦

と優劣，万変干化とその経過の一つも残らずに仏力の全機による仏命の真・善美と清浄の無端無極の

世界の時所(処)的，隠顕的，我物事象的などの活働であり，多種多様な現成・ 個性化と個体化であ

り，仏徳仏力の開開発展(開華)であり，啓示 (1仏の語J. 1仏の舌J)であり，人知の境界を絶する

無限の実現への成就の道(仏道)である。こうして，人間や諸天などの如き，一切の有限界の計謀を
みはからい おん、のち

絶する不可解な妙猷 (仏旨)とその本然徳力の不可思議な活現の道理に循じて，仏命は，アメーパと

成り，癌細胞と成り，人と成り，汝と成り，吾れと成り，踏み絵と成り，擬い仏と成り，堕胎児と成

り，地球と成り，星雲と成り，宇宙空間と成るが，銀河系も万劫千界も，その全崩壊も仏命海の豊富

を永遠に使用し尽せない。この[御いのちjを空っぽにしたり，絶無・ 100%のゼロにしたりする事

が出来る存在が一つもない。一切の太極心である仏様は，全ての我物事象等に，各々に適した性質徳
なまみ

力を賦与し，一瞬一寸も休まずに，各々を生子とし，さらに一切を生身(生きている御身)として養

い生かす慈愛仏である。そして， 万有千化とその徳力の一切は，仏命を生きている「仏子」と して，

実有として皆平等であって，仏様の世界から離れる事が出来なければ，仏命との紳を永遠に断ち切る
けい しん

事も出来ない(2九 道元禅師は，長沙景写という中国の禅僧の言葉を借りて， r全宇宙は仏身であ り，

仏の知芝、を開いた自己の九明である。…十方世界も…発声山色などの万有千化も昔から今に至るまで

仏の現身そのままの説法である』とはっきり著している。又，別の折りに，禅師は 「五りとあ らゆる

三界は唯一心の活現成である」と述べると同時に この 「三界はすなわち心(唯一心)というにあら

ず」と強調しているのである(刻。

一切の真実界を偏見のない思慮分別のある眼で解析すると， 無量無辺の多様界の現実に魅せられる

事は言うまでもない。同時に，超感覚的な通総眼で同じ世界を観ると，一瞬ーすの隙間もなく， あら
びり ん

ゆる多様性・対立と障碍にヲ|っ掛かることなく，全多様界とその一個一変も深奥の淵まで弥論し，実

存力 ・生命力で充盈しながら，それを泌徹する「一様jとか 「一如」のような妙界の現実に気づく 事

も決して稀れではない(29)o しかし，この多様界と一如界は，本来別々であったがある時点でくつ付い

たり融合したりする世界でなければ，別の第三者によってく っ付けられたのでも ない。一方は現実で

あるが，もう 一方は虚実であったり，虚構や閑人の空言であったり，又は 根処の全くない単なる幻

想であったりするのでもない。さらに，それらの世界は， 二者択一的でなければ，お互いを排他する

のでもなく，支離滅裂や荒唐無稽でなければ，矛盾を内包する同時虚実の世界でもない。この多様界

と一知界というのは，人知の正覚眼の思慮分別眼と通徹眼という二つの異なる見地から詳察した同ー

の一切真実界の実存の自然で根本的な 「様態」であり，その活現成の「三相Jである。そして， 上記

二眼の視点と把えた現実(真実)を通総しながら透脱し，又は，通和しながら超脱する超徹 (無我)

的眼でみると， 1御いのちjである仏命とその本然自内性とみなされる 「仏性」 は，在り とあらゆる
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世界の一如的一切心である。 一方，万世千界とその万我物事象は，その仏命の実存する様態であ り，
なまみ

無量で測り知れない活現成(仏行)であり ，仏命の生身であると解かる。道元は，仏命(とその妙力)

を公案 〔遍在する真理J，仏性，仏心，唯一心，諸法の実相 〔一切世界の至極J，虚空 〔無定相J，行

仏，法性，態度〔神秘の境J，如来〔かくの如 く自然で必然的に現成するJ，御いのちゃ不可得心など

と呼んでいた。 宇宙万物を十方，尽十方界，諸法諸行， 公案の現成，空華 〔永遠無辺境が咲かす華J，

仏性の光明， 議声山色，山水経〔宇宙万物が語る真理J，仏土，仏国土，春秋，如来の全身， 真実人

の体 〔絶対の真実である岳脅的御命の生身J，生死去来 〔の世界〕ゃ援基界などと呼んだ。そして，

仏様と万世千界 〔略して 「生仏JJを『公案現成， 現成公案J， r一頼明珠J， r唯仏与仏』や『仏道』

という語で呼ぶのが好き だ、った。 こうして，禅師が説示している仏性と万劫千界の根本で性質的な関

係を下記の五つの連結に警え， まとめる事が出来る。

~ 仏様と宇宙万有は 「君臣一国Jのような世界である。 「十方j巻の中でこう述べる，r仏土

なるゆへに，以仏為主なり』。

~ 仏様と宇宙万物は 「親子一家」のような世界である。「唯仏与仏」巻と「諸法実相J巻の

中でこう語る。『諸法実相，唯仏与仏な り。言者j去は与仏なり， 実相は唯仏な り』。さらに，

『三界唯心』 巻の中で「悉走吾子…かならず身体髪膚を丞えにうけて…」。と述べている。

~ 仏様と宇宙万有は「師弟一門」のよ うな世界である。「三界唯心I巻の中でこう言う。「尽

十方界沙門一隻眼な り」。

~ 仏様と万世万界は 「心身一如」 のような世界である。仏様は一切心として，宇宙の万我物

事象はその一切心の生身としてしばしば描かれている。

~ 仏様と万劫千界は「真実人体」のような世界である。 「三界唯心j巻の中でこういう語句

がある。 「全宇宙は仏身であり，仏の知慧を聞いた自己の九明である」。 そして， 同巻の別

な所で 「衆生は尽十方界具実人体な り…」と記す。

道元が詮いた生仏の関係をまとめて言うと，一切の世界とその万我物事象を 「ーと参じ，多と参ず

るべからず」と同時に，仏様を 「虚にあらずと学し，性にあ らずと 学すべからず」という見解が主張

されている。そして，在りとあらゆる古今未来の尽十方 「三界はす怠はち心 〔唯一心〕といふにあら

ず」 という立場も明示されている。要するに，仏様と宇宙万有は各々の実在自体 ・生命自体の実質に

おいて，I存在」として同じであるが， 実在 ・生命の本然徳力の範境・位範・位格 ・位量や量範 (を

合わせて I本然の性jと言う)において永遠かっ根本的に異なる。 従って，仏様も，島宇宙も，月も，

汝も吾れも，病原菌なども「実存する」という事実において全く同 じである。しかし，同時に，仏様

の御命の徳力の範境・位格などが，I範J. I位」・「格」・「量j等と いう限定を許さない「絶妙の極ま

りないj無限無尽のヒロガリを本有するのに対して，星雲の徳力の範境・汝や吾れの徳力の位格 (こ

れを 「人格j と称す)や遺伝子細胞の徳力の量範などの万有千化の徳力能所の範囲が天然(記官，

A127)で必然的に何時までも何処までも有限で， 限界があるという [事実Jにおいて，仏様とその

他界他有は根本的に異なる。よって，仏様と万劫千界は本有する徳力内容を取り換えた りする事が出

来なければ，交替したり又は相容れた りする事は永遠に出来ない。さらに，宇宙万有は，仏様の活現

成身(子・巨民や弟子)である以上，その存在において永遠に依存し，仏様の御命の無崖海と その活

現成法の外に出たり，その結果を無視したりし得る世界や我物事象が一つもない。一方，仏様は在り
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とあらゆる劫界や万有干化の本末としてウラづけているがそれら に依存しない。そして，仏様の御命

は， 星雲も，汝も，微粒子などの一切劫界を絶え聞なく極め尽 くしているが， 銀河群も，アインシュ
みはからい

タインも，汝も吾れも仏様の徳力境海を永遠に極め尽くす事が出来なければ，仏様の妙猷の実現を妨

げる事が出来ない。

(2) 仏の根本徳力を詮く

今まで，仏様と宇宙万有の相互関係，特に，その関係を発祥地とし軸とする仏様と万世千界の根本

的な性質徳力に焦点を合わせ 道元禅師が会得した真理の主旨を独自に解釈した。これから論考の焦
ひっちゅう

点の範囲をもっと絞り，道元が詮く匹儒なき仏様の本然自内性の根本徳力の理解大意を独自に提唱す

る。今度も先ず，禅師の論篤撰文に耳を傾けて，その意味を味わおう 。

『正法眼蔵』の「仏性j巻の冒頭に道元はこう語る。

『釈迦牟尼仏言，I一初来生，悉有仏柱。如来常イ主，無有変易」。…釈尊の言われる， I一初来生，

悉有仏性」 という言葉の真意は何であろうか。 それは， I名づけることのできぬ何ものかが明ら

かに現前している」 ということである。ある時には 「衆生」 と言い，ある時には「有情」と言い，

・「もろもろの生物J，…「もろもろの生類」 と言うのは，みな衆生の事であ り，一切存在のこ

とである。つまり，一初存在の凡てを衆生というのである。 その時衆生の内もタ卜も，悉 くが仏性

である。…ここに言う仏性は，今始めて有るもの(始有)でも，本来有るもの (本有)でもなく，

有無を超えて有るもの(妙有)でもない。 まして，縁によ って(縁有)・・・迷いによ って有る (妄

有)ものでもない。 また， I~や対象，本質やタ卜面的性質というように，限定して考えられるもの

でもない0 ・・・過去の行いによ って生じるも の(業増上カ)でも，迷いによ って (妄縁起)…自然

に生じるもの(法鏑)・・・神通力によって生じるもの(神通修証)でもなし、0 ・・・仏性〔仏命〕は少

しもまじりけのない全体であって， この世界には仏性以タトの，何ものも無いのである。…仏性は

本来あるもの(本有の有)ではな L、。 それが時を超えているからである。仏性は，今ことさらに

始まるもの(始起の有)ではない。それが塵一つも迦えないからである。仏性は一つ一つあるも

の(倹々の有〉ではない。 それが普通的なものだからである。仏性〔の顕現〕は始めを持たない

もの(無始有の有)ではなし、。何ものかが， ここに現前しているからである。仏惟は，取立てで

あるもの(始起有の有)ではない。平常心が仏道だからである。仏性が何も のとも対立するも の

ではない…イ苛ものにも捉-われず，イ買「ものにもこだわることもない。・・・たと之党者 ・余ロ者を仏とい

うとしても，仏性そのものは覚知で‘も分別(思慮)でもない。…仏〔の御命〕とその仏性は一つ

である。・・・仏性は万物に互っている。・・・仏If生はこなごなでもなく， 固まってもいない0・・・凡での

対立を超 えて現前しているのであるから，大きくも小さくもない。一度仏性と名づけるからには，

仏 〔の御命〕と対えさせてはならない。仏性そのものと対立させてもならない。…山河大地みな

限りない仏性の海である。・・・個別的な事物のー初が仏性〔仏命 ・仏様〕の現前である。・・・どのよ

うな時を無〔限の〕仏性というのであろうか。仏の境地を…仏に囚われない仏を・・・自由自在の境

地を…仏性の点抗した時を・・・発心の時を無仏性というのだろうか。(ー初の物事，ー初の時節が)

無 〔限〕仏性の札前である。…なぜ 「無」 というのかとい うと，仏性は空ですからゆえに空とい

うのである。…空は「無」 いではない。・・・空は無をいい表わす。… 「凡てのものが無である」 と
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いう無は，無〔限〕仏性〔の現成〕であることを学ぶべきである。・・・仏の相を現わすこともまた

単なる身体の上に行われるものではなく，仏性自ら〔本然自内の徳力の〕自由な働さによるもの

である。…(例え， )龍樹の仏身は…今ここに〔無限無尽の〕仏の人格仏の相として現われてい

るのである 。 …仏性の相は円月の相~ r無相三味J~ [固定した〕相のない相(のようなもの)

である。…龍樹の「身現円月」の相を描くには，法庄の上の仏身の相をもってすべきである。...

仏性は常に今の姿を離れではありえないのである。…仏性は，生の時も有〔限〕仏性であり，そ

して無〔限〕仏性である。死の時も…散り散りの時も有〔限〕仏性であり，そして無〔限〕仏性

である。一・仏性は動不動によりて在不在し，識不識によりて神不神なり，会ロ不知によりて性不性

なるべきと邪執せるはタ卜道なり。永く久しく，多くの患、か者達が，心を仏性とし，覚者として来

たが，笑うべきであるJ(3へ

『見仏』巻の中で，仏様 (如来)の相について禅師はこう著述する。

『自己の世界も他乙の世界も，え遠の過去も今も，悉くがみな見仏の修行そのものである。

釈尊の語の「若し諸相は非相と見る」という事を取り上げて，参学日艮(参仏眼・正法眼)の聞け

ていない人々が 「諸相を相でない」と見るのは， ilpち如来を見ることと誤解している。 その理由

は，諸相は相ではない。 この相が如来そのものであると考えるからである。…実は見如来(女ロ来

を見ること)と不見如来(如来を見ずこと)とが，同ーであることを，両面より表現したに過ぎ

ない。…釈尊のいう見如来は，…諸相は如来相であって如来相でないものは一つも混つてはいな

い。 この諸相は仮にも非相(占ロ来相に対する非)とすべきではない。・・・諸相は如来相であるから，

諸相は，ありのままの諸相が真理であることを体験すべきである。…諸相は仏の相である，仏の

本位であることを参究し見仏して，それを明らめ，信じ，証って護り相続すべきである。…諸相

が如来相であると見ることを透脱しさることである。…仏の真面白を見るのも，師の真面白を見

るのも， 自己や他己の真面白を見るのも，すべて親しく直接に仏を見ることであるJ(31)。

『f孟座J巻の中で道元は， f孟j蛮の在り方，即ち，超徹心の道・仏性の道を次のように語る。

そのこと

『仏道(定、磨・具理)のあり方は絶対的なものであるから，人為的にはどうにもならぬもので

あり仏〔無上正覚者〕の智恵でも測ることのできぬものである 。 全宇宙の j~ の働さでも測ること

はできない。…ものごとの本質は「念展」にほかならず，身心の本質は「定、磨」にほかならない。
その ζ と

仏の本質は 「定、磨」 にほかならない。…(無際大師いはく) r定、磨也不得，不急/喪~不得，定、磨

不急掠不得」換言すれば， I有仏性也不得，無仏性也不得，無常仏性[C;坊主員長弘ZE〕也不得」

という 真理である(ロ)0
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周知のごとく，道元の仏性観は， I仏性」巻， I伝座」巻や「見仏」巻に限定されているのではなく，

ほとんど「正法眼蔵jの全巻に亙って，様々な見地から詳細に詮かれているのである。禅師が唱道す

る仏性観の大意をみごとに捕えた岡田宣法の『正法眼蔵思想大系』 という長論講から示唆的な文を撰

び，紹介しながら[ J内で独自の解釈を施すことにする。
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~I山河大地みな仏性海なり」と云ふのは，仏性の宇宙的な遍主を主張されるものであり， I草

木叢林の無常なる・一人物身心の無常なる，すなはち仏性〔の活現成の経歴な り，一相ー態〕なり 。

国土山河の無常なる， これ仏性〔の活現成の具体化〕なるによりでなり」と云ふ宇宙開の一大変

イじ推移までも仏性そのもの〔の活現成のー相一機〕と主張されるのである。…絶対であり，普通

である斯くの如き仏性は， F*-りなさ時間と限りなさ空間とを通じての存在であり，尽界一枚の仏

性であるから， このイム性は，人間の生死によって存否が規定されるものでもなく，山河大地の存

没によってその存否が制限されるものでもない。人間の生死も，宇宙の存没も，其は悉く仏性そ

れ自体〔の活現成の一相一用〕と云ふべきである。…仏性はえは法性…或は心・・・又は即心f!p仏と

云ふ人格的な名称で呼lまれ，巧至，無仏性と云ふ、反立的な否定的肯足でも説かれてゐるけれども，

その本質の内容はーである。f!pち「無量の日月は法性の経歴なり」とあ ったり， I青黄赤白これ

心〔の活現成の一種ー態〕なり…年月日時これ心〔の活現成のー相一瞬〕なり 」 とあ ったり…而

して又f!p心走仏の心をぼ，1"::'よといふは一心一切法，一初法一心なり 」 と説かれるのは， いづれ

も仏性と〔その本然自内性ではなく，本然実質において〕同一内容のものであり，而して物心統

合の心である。…その仏性・法，怯なるものは抽象的なものでもなく，一元的なものでもなく，一

切の万有それ自体が仏性それ自体〔の活現成のー相一用〕であって極めて具体的なも のであ

るJI(33)。

『高祖道元は…本来の仏性に不完全性の存すべき筈はなく，勿論完全性のものである。然し完

全不完全と云ふ評価は，仏性の冒漬となろう 。仏性は元来無生〔生じた事のない永遠生命〕にし

て無〔限〕能であり空である。空といふけれども「いはゆる空は， 色f!p.走空の空にあらず， 色f!p

走空といふ、は， 色を強為して空とするにあらず。空をわかちて色を作家せるにあらず。空走空の

空なるべし。 空走空の空といふは，空裏一片右なり JC日立竹 といふ空で、あるから，空のタトに無

物にして物タ卜無タ卜の空である。換言すれば色タ卜無空， 空タト無色の空でもある。 されば五祖5ム忍が

「仏性空故，所以言レ無JC:)とはf!pち此である。 されば完全性不完全性の評語は不成立とな り，

妥嘗ではない。斯くの如き悌性は何人にも悉有であるから，悉有の意義もその理解が困難となる

であらう。何となれば，高祖〔道元〕は同巻に 「悉有の言， さらに始有にあらず，本有にあらず，

妙有にあらず。いはんや縁有妄有ならんや。〔同じく，万世現象界の〕心 ・境・性・相手にかか
えしゃう

われず。 しかあればすなわち，衆生悉有の依.iE， しかしながら業増上力にあらず，神通修証にあ

らず」と示されるのである。故に傍-t:生を以て「偽性をしらんとおもはば， しるべし時節因縁これ

なり 。…時節すでにいたれば， これ体性の現前な り。…時節因縁輩なり， 超越因縁なり 。悌性輩

なり，脱体仏，性なり。仏々章なり，佐々輩なり」 (2) と示される。日寺節梯佐観は「時節の若至

せざる時節いまだあらず，体性の現前せざる悌仕あらざるなり 」 (2) と主張して，イ弟祉の童日寺

性を説さ，無限の時間的存在と見るに至 って，イ格性の普通性がイ弗性論史上に空前の発展的な濁創

的見解を発揮し，人生論的範鳴とされた従来の悌佐観は，普通性と，iえって永存性とが輿へられ，

そこに宇宙学的な性格を有する存在となったのである。…宇宙的悌性は大小の評債を拒絶するも

のである。『偏枯にイ弗性は慶大ならんとのみおもへる，邪念をたくはへきたるなり 。大にあらず

小にあらざらん正営定、/安時の道取に茎擬せられん道理， いま聴取するがごとく思量すべきな り』

(2) と云はれるのである。既に大小を絶した悌，怯であり， 虫色封であ って遍在の ものであるから，

「不依侍一物， これ十二時中なるが故に体性明見なり JC:)とする濁一的体性ながらに無限の時

間それ自体とする存在である他面に， ~州木叢林の無常なるすなわちイ弗性なり。人物身心の無常
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なるこれイ弟性なり』 (2) と云ふ無常推移の存在として肯定されるところに宇宙的性格が備 って

来るのである。 ここに於てかイ弗惟の遍在は附帯的な遍在でもなく， 覆韮的な遍在でもなく，宇宙

f!rイ弗性〔の活現成の無量相体用J，人生即悌性〔の活現成の人格化〕として，換言すれば空走空

の空とは， 色走色の色とは，法イ主法位世間相常イ主のイ弗性として遍在である。形而上又は形而下の

卦論を許さない遍在である。・・・絶封にして普通である斯かる悌祉は，無限なる時間空間を通じて

の存在であり，童界一枚の体性〔尽十方界が仏命海の表 ・顕隠であり，その一心が仏命海の裏 ・

無尽無極の妙界〕であるから，人間の生滅によって其の出没が規定されるものではなく，山河の

存没によって体性の存否が正出例するものではない。故に高祖は「イ弟性は生のときのみにあ りて，

死のときはなかるべしとおもふ， もとも少閑薄解なり 。生のときも死のときも有〔実存する〕梯

性なり，無〔限の〕悌性なり 。…体性は動不動によりて在不在し，識不識によりて神不神な り。

知不知に性不惟なるべきと邪執せる タ卜道なり JC:)と具体的に教示する。斯やうに悌，怯は，法

性の異名に於て，或は草に心と云ふ名棋に於て捉唱され，或は三界唯心といふ記述的な名詞に於

て，或は不可得と云ふ神秘的な名によって，或は即心走イ弗と云ふ人格的な寓象に於て，えは無イ弟

性と云ふが占ロさ反立的否定的肯定語によってすら示されるのであったが， 然 しその本質的な内容

にあ っては全くーである。「法性」の巻には 「無量劫の日月は法性の経歴な り」 とあり ，1三界唯

心」の巻には 「生死去来これ心〔の活現成のー相一機〕なり」とあり， 年月日時これ心 〔の活現

成の一相一用〕なり。夢幻空華これ心〔の活現成の一相一機JJなり。水沫泡焔 これ心 〔の活現

成のー相ー用〕なり 。春華秋月これ心〔の活現成の一相一機JJなれ 造次顛滞 これ心 〔の活現

成のー相ー用〕なり」とある。 1'¥1不可得」巻に， 1イ弗道には室地みな心 〔の活現成のー相一機JJ
とあり 。「即心走悌」の巻にはそ の走悌な るf!r，¥1を以て「心といふは，一心ー初法，一切法ーI¥.;

なり 」 と云ひ， 1心とは山河大地〔をして自らを現成する〕なり， 日月星辰 〔を して自らを現成

する〕なり 」 と云ひ， 1発無上心」の巻には 「いはゆる心は心如なり 。童大地のI¥.;なり 」 とある。

又「体性」 の巻に「無体性いまだ見聞せず道取せざるは，いまだ作悌せざる な り」とあ って，

〔その本性ではなく ，本質において〕 体性と同一存在とされて居る。斯くの如き慶大無辺なる体

性である以上，吾人は如何なる名稀を以てするとも，名稿のみにては絶対に悌性を把握すること

は至難である。 ここに心不可得といふ態度が必要となる。故に 「心不可得」の巻に 「おほよそ措

壁瓦喋にである傍心あり 。三世諸悌ともにこれを不可得にでありと詮す。イ弟，(ょにである措壁瓦喋

のみあり，諸イ弟三世にこれを不可得なりと詮す。いはんや山河大地にてある，不可得のみづから

にであるあ仁川木風水なる不可得の，すなはち〔無限無尽のJ，¥1 [の活現成の無量形態〕なる

あり」と云はれるのである』 と岡田宣法氏が指摘する (M)o
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仏様の本然自内性の不可解性，その徳力の不可測性と永遠の不可得性 〔諸 説書箱詰O%J を道元は

こう詮いている。

『釈迦牟尼仏言，過去心不可得，現在心不可得，未来I~不可得J (35)。

『心不可得というのは，心の本位はもと無 〔限〕自性のもので，得ることのできぬものである。

…この三世にわたる心の不可得そのことが，諸仏そのものである「心不可得」の保護，任持の現

月比である。衆生の生死流転する世界，三界の心も亦，不可得である。「あら ゆるものごとJC諸法)

の心も亦，不可得であることを，諸仏は保任し，体験して来られたのである。…いわゆ る仏心と
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は，過去，現在，未来の三世である。仏心と三世とは〔各自の本性ではなく，本質において〕同

体であって， 少しの間隙もない0 ・・・仏道においては，森羅万象のすべてが心そのもの〔の活現成

の多種多様で隠顕的な具体化〕であり，起減によって変化することはなく，一初の「ものごと」

はすべて，心そのものであり，その働である…措壁瓦喋と，古仏I~ も森羅万象すべて心不可得で

あるJ(3へ

上記の文を始め， i正法眼蔵」が論篤する仏海とその一切心たる仏様の無量面々を超徹眼で理解し

ようと全力誠意を尽くした先哲，又は，今なお努めている学徒の論述を背景に，仏様の本然自内性の

根本徳力の世界を覗いて見ょう 。そして，説示を重複しないために，既に説明した仏様と宇宙万有の

相互関係，取り分け，その関係を発祥地と土台とする(狭義の)仏様のみの根本徳力の要最を略述す

る。

「仏様」とは，一切の隠現的な劫界，その万我物事，徳力，変化，動静，時所，様貌形態

や感知悟霊などの内に固定した一つの世界，一個一変， 一機ー静， 一隠一現， 一力一能，

一相一態やーで妄一念でなければ，そのような現実に変成したり転顛したりするモノゴトで

はない。即ち，仏様とは，万有内の始有，本有，末有，因有，縁有，果有，性有，質有，

虚妄有，妄想有，念有， 善有，悪有，我有，無我有，美有，汚染有，醜有，霊有，物体有，

神通力，修証，流転有，行為，変化，静有，動有，基有，浸徹有，超越有，隔絶有や虚実

有の如く固定した「一者一物」ゃ「一個一象」ではない。

一 「仏様jとは，在りとあらゆる劫界，その万我物事象や徳力変化などを構成し，その奥境

に横たわる共通で要不要の素層・附帯や覆蓋物の如きモノでなければ，それらの万有千化

の未開未発達の種子や未公開未発展の能力のようなモノでもない。

三， i仏様」とは，無始の過去より 実存し，化育発展と諸々の進退，膨縮や増減を繰り返して

来た隠現的な宇宙万有の活現経歴のある時点で生じた「総成果jや i100%の新結果」で

なければ， 100%の存在的な絶無(ゼロ)から，何の因縁(の働き)なく，突然で偶然に

発生し，無秩序で支離滅裂な成長等の過程を経て，一切世界の最高位に登 り着いた無上無

比でで、超越的なモノゴトでで、もない(ωω附3訂刊7η)

四，i仏様Jとは，非大非小，非陽非陰，非動非静，非因非果，非生非死，非隠非現，非霊非

物，非悟非迷，非修証非修果，非南非北，非凝非流，非善非悪，非定非転，非去非来，非

浸非越，非超非徹，非常非減，非虚非実，非限非遍，不変非不変，非空非非空，非相非非

相，非性非非↑生，非質非非質等の如く対立するモノゴトではない。

五， i仏様」とは，無量無始の過去より， 一切の世界とその万我物事象および徳力能所をして，

宇宙の空間として， 島宇宙として， 太陽星辰の一個一個として，春華秋月として， 昔々の

猿人の一人一人として，万代万人の生死苦楽の一変一撃として，釈尊として，キリストと

して，遺伝子の超微成分として， 一切存在の一つ一つとして実存しながら自らの豊さを露

顕し，活働しながら一個一変として成就している遍徹的な御いのちである。

六， i仏様Jとは，一切として遍在し活現成している存養的な御命であるだけではなく， 一切

の過去，現在と到来の宇宙万物を常に超脱する永遠無尽で、絶豊の極まりない徳力を本然性
えいまん

質とする御いのちでもある。この御命の活現成の一相一態でない，この御命で盈満されて
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いない世界や万有変化などが一つもない。一方，過去・現在と未来の万劫千界の我物事象

等は，この御命を汲み尽くせたり，空白化したりや衰弱化させたりする事がなければ，抑

制したり擬げたりする事も出来ない。仏様は， 一切の実在としていくらでどんなに変化流

転していても， I非仏様j(無限無尽の御命でない存在)に変成する事が出来なければ，隠

現界の一物一変に転顛する事も永遠に出来ない。全世界が滅びても，仏様に何の害はない!

七， I仏様jと過去・現在と未来の在りとあらゆる世界とその万有千化の徳力とは， I実在jと

して， 真実の境地として同じである。換言すれば，仏様も，太陽星月も ，汝も私も，微粒

子等も実存する。しかし，同時に，生命を「仏様jとしてあらしめる本然徳力の範位・性

格と，生命体を「流星群j，I太陽j，I山河草木」ゃ「人体免疫」としてあらしめる本来徳

力とその範位とは，根本的に異なる。仏様を決定づける徳力の位量と万劫千界等を決定づ

ける徳力の位量は，古今未来に亙って，交代する事が出来なければ，取り換えや容れ換え

をする事も出来ないし，生仏の役割交換も不可能である。これらの事実は， 生仏の本然白

内性(の徳力)における永遠の相違を裏付けるものである。
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仏様と宇宙万有を結ぶ根本徳力の内容と生仏両界の違いを決定する根本徳力と その位量の現実性を

正しく把握し，少しでも理解する事は，万世千界の我物，取り分け，人間にとって，その人先の禍福

道を歩む上においても，その真福を成就する上においても，測り知れない意義を有するものである。

我々の現存在，その展望と未来を決定づける根本的な真理，特に我々の究極の慈親である仏様とその

御心についての「無知による迷いは永遠の損失である」と道元は 『怨座』巻の中で述べている通りで

ある。さらに， r仏性は，活動するかしないのか，我々もその活現に気付くか気付かないのかによっ

て仏性の実存が成り立つ又は成り 立たないのではない。又我々は仏性を認識するかしないのかによっ

て仏性は神妙神明であったりなかったりするのでもない。そして，我々は知っているか知らないのか

によって，仏性が本然の自内性を有する又は有しないのでもないj(38)と道元は「仏性J巻の終りに明

示する。

以下，全仏国土，全仏海や大仏命界とも呼ばれる生仏海の心である仏様のみが本有する根本徳力

(白内界の特有性)として，次のような能所があげられる (39)。

一，仏心界の無始無終で不転顛の無常性，

一，仏心界の無定相的で無限無尽の自内性 (無定性， I無自性」ゃ「無性」とも言う )， 

一，仏心界の永遠不依で絶対的な自由自在性，

一 仏心界の無碍無辺際で隠顕的な活現成 (仏行)とその栄光，

一，仏心界の無生無漏(慰霊君事)で無辺際の悟智，

一，仏心界の (の本然性質)の永遠の不可解不可得性。

仏様の本然実質である生命の徳力能所と，仏様の本然自内性である生命の徳力能所の絶妙極まりの

ない無相の無尽蔵 (無限性)とは，一瞬ーすの隔りなく何の混じり気もない単一で生一本の生命徳力

海である。言い換えれば仏様の本然実質とその無限自性とは100%で同一同体の生命海である。先

程列挙した徳力の各々が，別個の我物でなければ遍ねく総てを覆蓋するものでもなく，附帯的な属性

でなければ偶然 (認雪?の)の特徴でもなく，ある時点で発生し進化した仏命界の特色でなければ万我
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物事象の万変千化等の活働の結果でもない。それらの徳力は，仏性(仏心)のみに認められる無生無

辺際の徳力能所海の根本的な様態であり，仏様の実存とその活現成の根本様態である。

仏様(仏心界)の第一の根本徳力として， 無始無終の不転顛性と無常性が上げられる。在りとあ ら

ゆる世界とその万我物事象の万変千化を泌徹 (宅盟斜主主主TZ堅手ま) し，透脱 (信号皇室!?益減奇251に)しな

がら超越する心(叙費量主)は，生まれた事がなければ，生みの親や育ての親も なく ，兄妹もいなけれ

ば配偶者もいない。始めがなくて実存するも のは終わりもなければ絶滅もないのは自明の理である。

仏様は『無常』であるとは，実存の継続がなければ， 一瞬で全面全体の隅々まで100%で変成した り，

一瞬で偶然に発育し，次の瞬間で何も残らず徳力の全体が絶無 (100%のゼロ)に転じたりする事で

もない。ここで言う「無常」とは，仏心が自 らの生命活動を一瞬一寸で底止したり停滞した りする こ

ともなく，永遠の過去，現在の一瞬一寸と未来永劫に亙って生々 と実存し，自由自在に活現成する事

である。そ して，仏様の「不転顛性」とは，仏様がいくら隠顕的に活現成していても，顕在の全面に
かんまん

おいて不活緩慢(譲宅ギ!12地こり の状態に住じていても，非仏心 (一個一変の実有)に変成 したり ，虚実

や妄想、に転じたりする事がなければ，絶無に転顧する事も永遠にないのである。
せい

次に，無限無窮の無定相性とも称ぜられる無自性(無限白内性)が仏様の根本的な特異性のーっと

して見なされている。ここで言う 『無自性Jとは，在りとあ らゆる現象界で見られる執着とその繋縛

の一切を断ち切った我(無我心)や万我物事象とその万変千化が本有する固定した個性のようなモノ

でなければ，御命を，日月星辰・人間や動植物等として現定するものでもない。又仏性を 『仏性t

唯一心を『唯一心』としてあらしめる徳力とその活現の100%の欠如 すなわち 「絶無界Jでもな

い。さらに，この「無自性jとは，矛盾を苧んでいる同時虚実界でなければ，現(真)実に全く根拠

のない虚構的な概念や妄想でもなく，無間断で全面的な万変流転による仏性の100%の転顛でなけれ

ば， 非仏性・非生命や非超徹的な存在への変成でもない。この 「無(限)自性jとは，仏様の御命の

永遠で遍満的・浸徹的・透脱的および卓越的な実存とその活現の無限無堺で絶妙の極まりない妙態

(様態)である。換言すれば，この『無限自内性』とは，在 りとあらゆる劫界とその万我物事象等の

一個ー態として活現成しながら，永遠に亙 り，それらに全く日|っ掛からない，全然抑制も限定もされ

ない仏様の御命と その徳力の無比で絶美の極まりない性格である。要するに 万世千界の心である仏

様は，一切の「格」に制限されない， 一切の 「量範」に限定されない， 一切の 「相」に束縛されない，

一切の「位格」等を絶する徳力を本有する御いのちである。仏様のこの特異性を『無限自内性j(無

自性〕と呼ぶ。

次に，永遠で絶対的な不依性と 自由自在性が仏様のみの根本徳力 として数えられている。ここで言

う 「不依自立性」とは，仏様は，永劫に亙り宇宙万物から全面的に隔絶した妙界であり，又は， 一切

劫界とその万我物事象からいつ切り離れても，単独で実存出来る大我の如き世界であるという意味で

はない。さらに，この「不依自立性」とは，仏様の実存 ・無辺際の妙態とその隠顕的な活働自体が，

万世千界・その万我物事象やその動静の諸様態に依存するモノゴトでなければ，宇宙万有やその万変

干化によって発生し養成されている宇宙的な附属我 ・附帯物や附着象のようなものでもない。ここで

説かれている「不依自由jとは，一切世界等の唯一無比の心である仏様の永存とその活現成を一瞬ー
そく

すでも妨害 したり泣いだり ，又は，汚染した り閉塞したりするものごとがなければ，仏様の自発的で
おかく ものごと

超徹的な活現成を制限したり掩い蓋したり，又は，中断中絶した りし得る物事がいないという事であ

る。次に，ここで説示されている 「自由自在性」 とは，仏様の全活現成が全 く因縁のない100%の偶

然によるもので、あった り，支離滅裂 滅茶苦茶で秩序の全 くない活動や顕現でなければ， 荒屋無籍で、
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永遠普遍の因果縁起法を無視しりた，その秩序経歴に惇ったりする勝手気ままや私利私欲の無責任の

活現であるという意味ではない。ここで主張されている「永遠の不依自立性」と「絶対的な自由自在j

とは，一切存在の匹儒なき心である仏様の実存とその活現成の事由は，万世千界とその我物事象の諸

感覚悟知の理解と検証の範囲を逢かに越えているので100%で把える事が不可能であるが，仏様は，

宇宙万有に依存せず，悪影響を全く蒙らず，無始の過去から無尽の来劫を通じて，自己自内性の至聖
み むね

秘法を絶え間なく自由に実現するという意味である。

次に，無限で隠顕的な活現成(仏行)とその光明が仏様の根本徳力として捉えられている。一切世

界とその万有千化をして活現成すると同時にそれらを絶え間なく超脱している仏心〔全現実の本末心〕

の大行を前章 (1仏と三世千界の道を詮く J)の中で既に詳しく説示したのでここで省略する。仏様の
きず

諸活現成は，仏性自体にも万我物事象界にも微々たる傷庇の影でさえ与えなければ，永劫の未来を通

じても，仏性の無尽秘蔵界を具現し尽す事も出来ない。このような生仏の大行こそは，仏命海の全面

全相，取り分け，仏性の無尽宝蔵界の裕福豊大・無償で無限の慈愛と無比の栄光を覗かせるものであ

る。道元禅師の言葉をやや敷桁して言うと，人間の生死も，知不知も，信不信も，迷信も悟信も，社

会的な善悪も，天界・修羅・動植物界・餓鬼や地獄も，流転変化も…一切は，在りのままで，仏様の
せん

世界を詮き，その栄光を語る一響一閃である。

次に，無生無漏で無辺際の悟知が仏様のみの根本徳力のーっとして上げられる。ここで説く「仏智J

とは， 一切現象界の感知的，直観的又は推理的な知識や智恵ではなく，仏様の活現成の遍徹的，不偏
へいえん

で無媒介の通徹知である。この仏智を碍げたり，蔽掩したりする障害物がなければ，その智の無間断

で通総通徹的な深まりには限界が認められない。さらに，この仏智は，自ずからの源泉である仏海の

一切心を初め，その現身である一切世界をも 隅々まで常に通徹しながら極め尽くしていると同時に無

窮無濯の闇きがある。しかし実のところは，仏智の機能自体が人間の知能を超え，人間にとって永遠

に不可解の境地である。

そして，仏様の本然性質，取り分け，その自内性の絶妙極まりのない宝蔵界が，人間だけではなく，

一切の有限界にとって永遠に不可解で不可得の境地である。先ずここで言う 「不可解性j とは，人知

を初め，一切の有限知での把握が困難であり，ものごとの100%の理解・通徹は不可能という事であ

る。しかし，道元は， 1不可解」という表現ではなく， 1不可得」ゃ「不得」という語を用いる。「心

不可得jという巻の中で『過去心不可得，現在心不可得，未来心不可得』という世尊の言葉，そ して，

「住座Jの巻中に， ~念、磨も不得，不急磨也不得，急度u不急梅不得J (即ち， 1有仏性也不得，無仏性也

不得，無常仏性也不得J) という無際大師の語句を引用し，仏様(仏性・仏心)の神秘とその不可得

性を明示する。上記に加え，特に， 1現成公案J. 1仏性」・「光明」・「三界唯心J. 1説心説性」・「十方」

と[唯仏与仏」の巻を背景にして考えて見ると，禅師が教示する心(伝座)の不可得性の意味がはっ

きりして来る。よって，ここで説かれる「不可得性」とは，在りとあらゆる隠顕的な現象界，又は，

どの我物事象であろうとも， 一切の絶対心たる仏様の本然自内性の在りのままを過劫においても，現

劫においても，到来永劫においても 100%で理解したり，隅々まで体験したりする事が(出来)なけ

れば，仏心自体を我がものにしたり，仏心に転じたりや仏心に100%で成り切ったりする事も(出来)

ないという事である。言い換えれば，水も空気も，海豚も雀も，恐竜も帝王も，月下美人も散る紅葉

も，全ては無生で無限の心である仏様のー現として実存し，余す時所なく仏命に満ちている。しかし

同時に，仏様自体〔全真実の本末心〕やその全界全相は，宇宙万物にとって永遠の謎であり ，無極の

神秘界である。学問もいつまでも，この神秘の前でお手上げである。それは，仏様の永遠無尽の不可
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解性であ り ，不可得性であ り，不得性である。仏 様 に 替 わ っ て，万世千界を生じたり ，通徹通総した

り，養話したり す る 事 が出来る話財があ り得ないのも 自明の理である。要するに，仏様自体と宇宙

万有の一切 は，実存の本質において単一 主一本の仏 命 海を成すと同時に実存の本性(とその徳力能所)

において永遠に異なる(生仏は異性同質的 で、ある)。 よって， 仏 性 は一個一変に転ずる事がなければ，

我 物事象も， 仏性自体に変成する事が永遠にない。 仏性は，自ら の本然之性に お いて，永遠に不 可得

である(刊)。
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く，一切の現象界に見られる 「固定的相」ゃ「固定的性J，["堅凝的相」や 「堅凝的性J，["有限の性質」や「有限の形相」の如

きものは無いという意味である。しかし，後文にも見られるように，唯一心は.["無量無辺際的な相J.["無限無碍の本性J.["永

遠無尽の力量jを本有する御生命である。 唯一心の性 ・相・ 質 ・力等は人間等の存在の表現力を永遠に絶するので，この 「性J
や「相jを「無限相J. ["無定の性Jと称ずる。

(15) ここの前後の文で道元は，絶対的な御命である 「仏Jとその活現成である万我物事象が，その存在徳力の本然自性において異
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なり ，本然実質において同等であると解く 。この真諦は「生仏 (万有と仏)は本来に異性で同質的な世界」である事を是認す

ると私は思う 。

(16) r正法眼蔵1(中村宗一訳)，ibid.， vol.2， 1諸法実柑J巻， pp.269-274， 282-283 (訳文)。

(17) Ibid.， vol.3， 1十方J巻， pp.54-62. 

(18) Ibid.， vol.1， 1絡声山色j巻， pp.438-439. 

(19) Ibid.， vol.1， 1現成公案j巻， pp.5. 

(20)前にも言及したが，この眼は，カラオケボックスやキャパクラで得る事が出来なければ， 皇居，国会議事堂， White Houseで

見付ける事もなく ，野球場， 競馬場やサ ッカー・スタジアムで勝ち取るものでなければ，財富と金儲けに身を任せ，私利私欲

の追求に専心専念する BillGatesのような者の所に携帯電話をかけて注文できるものでもなく， 1宗教法人」の面目で商売し，

名利権力を追求する寺院・神社や教会などの所で会得するものでもない。世尊，ナーガールジュナ， ZE海，親鴛， 道元等によ

ると ，終生誠実な見仏慈人，身心学道と身心脱落によ ってのみ得られる眼である。キリスト，使徒パウロ，アウグステ ィヌス，

トマス・アクイナスやマザー・テレサ等によると ，終生誠意の愛神愛人， 利他福祉と自己反省によ ってのみ得られる「恵」の

眼である。

(21)仏性， 即心是仏，行仏威儀，一頼明珠，心不可得 (本巻と別巻)，空華， ft隈， 有時，全機，絡声山色， 三界唯心，説心説法，

諸法実相，無情説法， 十方，遍参，如来全身，虚空，三時業 (本巻と別巻)，生死，唯仏与仏と道心 (仏道別本)を参照。特に，

中村宗一訳他， ibid.， pp.12-51， 71-87， 114-116， 126-132， 218-237， 252-269， 301-315， 346-348， 424-431， 466-483。西有穆山，

ibid.，上巻， pp.277 -566，中巻， pp.175-324，下巻， pp.5-50， 247-346， 453-560。岡田宣法， ibid.， vol.2， pp.19-4 70， vol. 7， 

pp.455-478， vol.8， pp.5-40。田中昇，r正法眼蔵の哲学J. 法蔵館，1982， pp.185-378。吉田寿一，r正法眼蔵講釈.1. 中山書房/

仏書林， 1986-91，上巻， pp.5-238，下巻，pp.307 -398， 545-588，第 4巻， pp.5-30， 213-2540西嶋和夫，r正法眼蔵提唱録.1. 金

沢文庫，1982， vol.1， pp.1 07 -284。岸沢惟安，r正法眼蔵全講J. 大法輪閤， 31988 ('74)， vol.2， pp.163-174， vol.8， pp.223-706， 

vo1.17， pp.9-40， vo1.19， pp.561-6500 Abe A. M.， A STUDY OF DOGEN，トJYU，1992， PP.33-2200 Murti T. R. V.， THE 

CENTRAL PHILOSOPHY OF BUDDHISM， Unvin Publ.， 21987 ('55)， pp.228-255， 276-2920 Kloetzli W. R.， BUDDHIST 

COSMOLOGY， Motilal Banarsidas， 21989 ('83)， pp.51-1320上記を中心に独自の解釈を試みた。

(22) 1自由自在」の活現とは，支離滅裂，滅茶苦茶で秩序の全くない行動や因果縁起法を無視し，それに惇る活現ではない。人間全

知とその検証の世界を越える事由や道理に因る活動とその成果である。「偶然」とは，因縁の全 くない， 100%の存在的なゼロ

から発生した結果がココにあるのではな く， 予期しない，思いがけない，予測不可能又は，人知が把握する「因果法」の範囲

で説明や理解の不可能な出来事を言う。発生や生滅変化等の理由・因が全くないという 意味ではない。因縁 ・理由のない存在

や出来事が一つもいない! ! ! 

(23)道元禅師は自分の宗教を「禅宗」と呼ばず， 1曹洞宗」とも呼ばなかった。強いて言えば，自分の仏教を「仏心宗」と呼ぶのを

好んだそうです。

(24)要するに，例えば，私 ・私の思考 この思考によ って出された結論を取り上げてみよ う。「私」 ・「私の思考」と「その思考の結

論」は繋がっているが，同一物でなければ， 同等でもなく，自然で必然的に永遠に異なっているのである。「私」は「私の思考」

や「その思考の結論Jに永遠に変成する事が出来ないし， 1私の思考」も 「その思考の結論」に転ずる事もない。私を「私」せ

しめるモノ (本性，本然の性格 ・位格)，私の思考を「思考Jと決定するモノ (思考の本性，思考性)は永遠無窮に違う 。私を

「私」せしめるモノは，永遠に「私の思考の結論」に転ずる事がない。しかし，私は「存在するjという事，私の思考も「実存

する」という 事実，そして，私の思考の結論も「実存する」という事実を観ると， 三っとも， 実存する事実として (1実存自体J
の面において)同等であり，私の実在に根をおろし，その実存に依存している。

(25)例として，1私J，1私の愛情」と「愛する相手jという事を分析してみよう 。私の愛情が私全体を絶対に100%で現わし尽せな

い。私は，愛情の機き以外に多数の機きを有し，先月の愛情の表現で私の愛情が尽きた事がなければ，相手をもう愛しでなく

ても，私の愛情が蓄積することもなく，相手の愛情もそれで尽きる (絶滅する)事もない。私の愛情の故に愛する相手に会っ

たとしても ，私全体を100%で現わすことがなければ，相手の愛情も 100%で現れた事もない。明日…明後日また会うかも知れ

ない !! ! 
F クローニング (c1oning)について。アインシタインのクローンに成功しでも，そのクローンは，十九世紀にドイツで生

まれ，米国で活動研究し，原子爆弾の製造に貢献したアインシタイン本人であろうか? 1私はあのアインシタインだ !Jと言っ

ても ，クローンのアインシタインは，本人のアインシタインの子どもからの思い出や認識に通じるのではない。クローンとは，

「人我J. 1人魂J(や動物等の本然自性)の復原でなければ，その再生や復活でもなく，遺伝的な身体中身の類似物の新作であ

る。クローンの「自我」とその「自己意識jは「原我」と全く別のものである。

(26)従って，老子の「道」も，孔子の「無極の太極」も， 世尊が明解しなかった「仏J(絶対真実)も，キリストの「父jも，空海

の「大日如来jも，道元の「仏性」 ・「無仏性J. 1無常仏性」も ，親驚の「無量無碍光如来」も，ラーマーヌジャの「党」も，

トマスの「神様」も ，イスラム教の「アッラー」も，マザー・テ レサの f神」も同様である。

(27)ここに言う「仏命界から離れ得ない」とは，仏・宇宙や人間の真理を是認しでも否認しでも，仏様の実存を信 じても信 じなく

ても，仏命の活現 (因果道理の一つの具現化である「善行善報」と「悪行悪報J)という道理の世界外に誰一人も，何一つの出

来事も 出られない，逃げられないという意味である。善い生き方をしていた者も，悪い生き方をしていた者も同じ報いを受け

るということではない ! この事柄を別の折に説明する。

(28)註 (11)から (19)までを参照。

(29)この「妙界J(大日如来，1L、様，無量無碍光如来，天，天命，道理や神様の別称)の発見と承諾を妨げる様々な要因の内に，人

の無知愚鈍，社会や家庭内の偏見，悪い仲間および誤った教育の他に，最大の障磁となるのは自生活の誠実な直視の恐怖，自

己中心的な貧欲， ，倉、放心 (怠けて遊び回る事)と「吾れ神仏なりJ(己の上に神も仏もなし，俺の私利私欲が最高の法) という
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妄想、群である と私は思う。

(30) r正法眼蔵J， (中村宗一訳)， ibid.， vol.l， pp.16-76o ( )という括弧内等は，私の追加訳であり， ・0・という印は，私が特別に重

視する語に付けたものである。

(31) r正法眼蔵J(中村宗一訳)， ibid.， vol.3， pp.65-67， 82. 

(32) Ibid.， vol.l， pp.328， 338-339. 

(33)岡田宣法，ibid.， vol.l， pp.59-61. 

(34) Ibid.， vol.2， pp.21-24. 

(35) r正法眼蔵J， (中村宗一訳)， ibid.， vol.l， pp.139. 

(36) Ibid.， volムpp.415-433.

(37)出来事の未知未解の原因や因縁，そして原因の全く (100%)ない出来事(が存在不可能であり ，)の意味を間違ったり，勘違

いしたりしてはならない。100%の存在的ゼロ (無因縁)から永遠に何も生じ得ない。

(38) r正法眼蔵.1， (中村宗一訳)，ibid.， vol.l， pp.66 (仏性)， 336 (態度)。

(39)一切世界の唯一無比の本末心である仏様(仏心)は，自然で顕然たる活現成を取り止める事が出来るが，自然で自己自内の活

現成 (自らの生命の活動)を取り止めた り， 中断した りする事が出来ない。もし，仏様は自 らの生命活動を打ち切ったら，生

仏全界が停止し，存在的な活動が「ゼロ」 化 (絶滅)する。 仏様は自殺しない 1

(40) ['仏性J(唯一心， 法性，一切世界の御命)の本然的に無限の自内性を独自に提唱するに当たり，下記の著書を参考にした。岡

田宣法， ibid.， volムpp.l9-460，vol.3， pp.265-313， vol.7， pp.269-380， volふ pp.315-380。西嶋和夫， r現代語訳正法眼蔵.1，金沢文

庫， '1993 ('70)， vol.l， pp.133-138， volムpp.3-146，vol.5， pp.111-279。岸沢惟安， ibid.， vol.l， pp.465-604， vol.2， pp.3-32， vol.7， 

pp.362-385， vol.8， pp.223-704， vo1.l3， pp.3-490， vo1.l4， pp.3-408， vo1.l9， pp.365-468， vo1.20， pp.559-618。西谷啓治，r正法眼蔵講

話j，筑摩書房， 1987， vol.3， pp.3-19， volムpp.100-122。田中昇， ibid.， pp.151-393。西有穆山，ibid.， vol上巻， pp.425-566，中

巻， pp.5-120， 175-460，下巻， pp.5-120， 247-388，419-540。高崎直道， ibid.， pp.204-233。内山興正， r正法眼蔵仏性を味わう1，

拍樹社，1987， (全書)。中村宗一他， ibid.， pp.12-56， 70-120， 126-132， 154-158， 218-257， 265-269， 301-315， 372-379，469-475。常

盤大定， ibid.， pp.234-277， 351-477。勝又俊教， r真言の教学.1，国書刊行会，1981，上篇，pp.48-190，下篇， pp.723-776， 878-9 

99。加藤清一， r密教の仏身観J，春秋社， 1989， pp.1-432o Abe M. A.， ibid.， pp.33-220o Murti T. R. V.， ibid.， pp.228-292o 

Kloetzli W. R.， ibid.， pp.51-132。


